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■応募資格／市内にお住まいの方（応募は１人１通）
■締め切り／12月20日（木）
■応　　募／広報課「読者プレゼント」係あて
 「住所・氏名・年齢・連絡先・おたより」を明記のこと。

リストランテ クロから「クロドレ･
ガーリック と クロドレ･ブルーベリー
のドレッシング２本セット」を次の
５人の方へプレゼントします。

　　ハガキハガキ、ファクシミリ、
電子メールで電子メールで

　ご応募ください。　ご応募ください。

　ハガキ、ファクシミリ、
電子メールで

　ご応募ください。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る
市
内
各
地
域
の

「
人
気
の
お
店
」、「
頑
張
る
会
社
」
を
紹
介
し
ま
す
。

第
12
回
は
、
岩
城
地
域
の
「
餃
子
の
餃
天
・
奥
州
ラ
ー
メ
ン
」
で
す
。

伊藤　裕子さん（本荘地域)
齋藤真知子さん（本荘地域)
加藤　絵理さん（西目地域)
佐藤　良子さん（本荘地域)
茂木　訪子さん（矢島地域)

《岩城二古字草刈道17-1  ☎73-3988》
「餃子の餃天・奥州ラーメン」岩城地域

営業時間／11：00～16：00
　（お持ち帰りは16時以降もＯＫ）
定休日／な　し

リリリリ、、、、、、、

※個人情報は記載内容の確認、プレゼントの発送のために使用し、この目的以外には使用しません。

餃子の餃天・奥州ラーメンから「お食事券（1,000円分）」を
５人にプレゼント！
広報紙に対するご意見やご感想、身近な出来事
など「おたより」を添えてお申し込みください。

※お食事券はイメージです。
　実際とは異なります。

　

ラ
ー
メ
ン
店
と
ギ
ョ
ー
ザ
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
取
り

組
む
代
表
の
外
川
天
平
さ
ん

（
37
歳
）に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
■
創 

業

　

昭
和
55
年
に
父
親
が
開
い
た

奥
州
ラ
ー
メ
ン
を
平
成
19
年
に

引
き
継
ぐ
。
日
本
海
沿
岸
東
北

自
動
車
道
が
開
通
、
店
沿
い
の

国
道
を
走
る
車
が
減
り
、
お
客

さ
ん
も
遠
の
い
た
。

　

来
店
し
な
く
て
も
家
庭
で

ギ
ョ
ー
ザ
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
と
、
冷
凍
ギ
ョ
ー
ザ
を
開
発
。

「
餃
子
の
餃
天
」
と
い
う
名
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
を
始
め
、

楽
天
市
場
で
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位

を
獲
得
。

■
こ
だ
わ
り
・
大
切
に
し
て
い

　

る
こ
と

　

化
学
調
味
料
や
保
存
料
を
使

わ
ず
、
素
材
の
味
を
生
か
す
こ

と
を
追
及
。
地
場
産
の
野
菜
や

県
産
の
豚
肉
、
国
産
の
小
麦
を

使
用
。
健
康
志
向
が
高
ま
る
中

で
、
年
配
の
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多

い
。

　
■
人
気
メ
ニ
ュ
ー

●
中
華
そ
ば
…
だ
し
に
煮
干
し

　

を
使
っ
た
あ
っ
さ
り
味
。

●
ホ
ル
モ
ン
煮
込
み
定
食
…
定

　

食
は
ご
飯
、
み
そ
汁
の
お
か

　

わ
り
無
料
。

●
ギ
ョ
ー
ザ
〜
す
べ
て
手
作
り

　

◆
赤
餃
子
…〝
他
に
は
な
い 

　
　

ギ
ョ
ー
ザ
〞
を
と
、
考
案
。

　

ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
効
い

　
た
ク
セ
に
な
る
ピ
リ

　

辛
ギ
ョ
ー
ザ
。

◆
白
餃
子
…
皮
に
あ
き

　

た
こ
ま
ち
の
米
粉
を

　

混
ぜ
、
ふ
っ
く
ら

　

も
っ
ち
り
し
た
食
感

　

が
特
徴
。
２
つ
合
わ

　

せ
た
「
紅
白
餃
子
」

　

が
贈
答
品
と
し
て
も

　

人
気
。

　

こ
の
ほ
か
秋
田
の
特

産
〝
蕗
〞を
皮
に
練
り

込
ん
だ「
新
緑
の
ふ
き
餃
子（
季

節
限
定
）」
が
あ
る
。

　
■
喜 

び

　

県
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
店
す

る
と
き
「
機
会
が
あ
っ
た
ら
秋

田
の
店
に
も
来
て
」
と
声
を
掛

け
て
い
る
外
川
さ
ん
。
実
際
に

東
京
か
ら
２
組
の
お
客
さ
ん
が

来
て
く
れ
た
こ
と
。

　

常
連
さ
ん
の
来
店
。
リ
ピ
ー

タ
ー
か
ら
の
注
文
。「
お
い
し

か
っ
た
」
と
い
う
電
話
や
手
紙

が
届
き
、や
り
が
い
に
つ
な
が
る
。

　　
◆
―
◆
―
◆
―
◆
―
◆
―
◆
―
◆
―
◆

　　

生
ま
れ
育
っ
た〝
秋
田
が
大

好
き
〞と
明
る
く
笑
う
外
川
さ

ん
。
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
る

物
産
展
に
出
店
し
た
と
き
何
度

も
言
わ
れ
た
言
葉
、「
な
ん
で
、

ギ
ョ
ー
ザ
が
秋
田
？
」。
秋
田

に
つ
い
て
知
ら
な
い
人
も
多
く
、

残
念
に
思
っ
た
そ
う
で
す
。　

　

地
場
産
の
材
料
を
使
っ
た

ギ
ョ
ー
ザ
を
通
し
て
、
秋
田
の

良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、

秋
田
を
発
信
し
て
い
こ
う
と
心

を
燃
や
し
ま
す
。
目
指
す
は
、

〝
ザ
・
秋
田
〞！

　

現
在
、
秋
田
由
利
牛
を
使
っ

た
ギ
ョ
ー
ザ
や
花
立
牧
場
工

房
・
ミ
ル
ジ
ー
が
作
る
チ
ー
ズ

を
使
っ
た
ギ
ョ
ー
ザ
を
開
発
中

だ
と
か
。
全
国
に
フ
ァ
ン
が
い

る
中
、
外
川
さ
ん
の
情
熱
に

乗
っ
て〝
ザ
・
秋
田
〞が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

ふ
き

人気の紅白餃子
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投
票
日
は
今
月
16
日
●日

衆
議
院
議
員
総
選
挙
・
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　

衆
議
院
が
11
月
16
日
に
解
散
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
月
16
日
に
第
46
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
最
高
裁
判
所
裁
判
官

国
民
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
投
票
は
、
有
権
者
の
責
任
、
そ
し
て
政
治
参
加
の
第
一
歩
。
各
候
補
者
や
政
党
な
ど
の
主
張
に
し
っ

か
り
と
目
を
向
け
、
耳
を
傾
け
、
貴
重
な
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

　

投
票
で
き
る
方
は

　

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
方
は
、「
平

成
４
年
12
月
17
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、

平
成
24
年
９
月
３
日
以
前
か
ら
由
利
本
荘

市
区
域
に
お
住
ま
い
に
な
り
、
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
」
で
す
。

　

入
場
券
は
４
日
ご
ろ
に
郵
送

　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
公
示
に
合
わ
せ
、

投
票
所
入
場
券
は
12
月
４
日
ご
ろ
に
各
家

庭
に
郵
送
予
定
で
す
。
投
票
日
の
３
日
前

に
な
っ
て
も
届
か
な
い
時
は
、
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
・
投
票
時
間
は

　

投
票
所
、
投
票
所
の
開
閉
時
刻
は
投
票

区
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
お
送
り
す
る

入
場
券
に
「
投
票
所
名
・
投
票
時
間
」

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

当
日
、
投
票
所
で
の
投
票
は

　

お
送
り
す
る
投
票
所
入
場
券
で
「
投
票

所
と
な
る
施
設
、投
票
で
き
る
時
間
」
を
必

ず
確
認
の
う
え
、入
場
券
を
持
っ
て
各
自
指

定
さ
れ
た
投
票
区
の
投
票
所
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

投
票
用
紙
に
自
分
で
記
入
す
る
こ
と
が

困
難
な
方
は
、
代
理
投
票
や
点
字
に
よ
る

投
票
も
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
そ
の

旨
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※

市
役
所
本
庁
舎
も
投
票
日
当
日
は
投
票

所
と
な
り
ま
す
。

　

投
票
所
が
変
わ
り
ま
し
た
！

　

次
の
投
票
区
は
前
回
の
選
挙
と
場
所
が

変
わ
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

本
荘
第
一
投
票
区

　

本
荘
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　

↓
市
役
所
第
二
庁
舎

南
内
越
第
一
投
票
区

　

南
内
越
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
体
育
館

　
　
　

↓
南
内
越
公
民
館

西
目
第
五
投
票
区

　
コ
ロ
ニ
ー
体
育
館

　
　
　

↓
コ
ロ
ニ
ー
事
務
所
棟

大
内
第
二
投
票
区

　

岩
谷
体
育
館

　
　
　

↓
大
内
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

選
挙
公
報
を
お
届
け
し
ま
す

　

選
挙
公
報
は
、
選
挙
期
日
の
２
日
前
ま

で
に
各
家
庭
に
お
届
け
し
ま
す
。
候
補
者

の
政
見
な
ど
が
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
、
投

票
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

開
票
は
即
日
、
市
総
合
体
育
館
で

　

開
票
作
業
は
、
投
票
日
当
日
午
後
８
時

45
分
か
ら
市
総
合
体
育
館
（
岩
谷
町
）
で

行
い
ま
す
。
参
会
人
席
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

入
院
や
出
稼
ぎ
中
な
ど
の
方
は

　

指
定
さ
れ
て
い
る
病
院
や
施
設
に
入
っ

て
い
る
方
は
、
そ
こ
で
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
病
院
長
ま
た
は
施

設
長
に
不
在
者
投
票
請
求
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
に
住
所
が
あ
り
、
仕
事
な
ど

で
遠
く
に
お
住
ま
い
の
方
も
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。
投
票
用
紙
請
求
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
投
票
証
明
書
を
お
持
ち
の
方
は

　

重
度
の
障
が
い
を
持
つ
方
な
ど
で
、「
郵

便
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
た
方
は
、

自
宅
な
ど
で
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
の
投
票
用
紙
な
ど

の
請
求
期
限
は
、
12
月
12
日
㈬
で
す
が
、

手
続
き
す
べ
て
を
郵
便
で
取
り
扱
う
た
め
、

時
間
を
要
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
に
行
け
な
い
方
は

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
、
や
む
を

得
な
い
事
情
に
よ
り
投
票
所
に
行
け
な
い

方
は
、
投
票
日
の
前
日
ま
で
に
「
期
日
前

投
票
」
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

■
受
付
期
間

・
衆
議
院
議
員
総
選
挙

　

12
月
５
日 

㈬ 

〜
15
日 

㈯

・
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　

12
月
９
日 

㈰ 

〜
15
日 

㈯

　

投
票
で
き
る
期
間
が
異
な
り
ま
す
。
衆

議
院
と
国
民
審
査
を
あ
わ
せ
て
期
日
前
投

票
さ
れ
る
方
は
12
月
９
日
以
降
に
お
願
い

し
ま
す
。

〝
い
ざ
投
票 

示
せ
あ
な
た
の 

未
来
図
を
〞　

総
選
挙
の
お
問
い
合
わ
せ
は
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
電
話
24
―
６
３
９
０
）

※市役所の耐震改修工事に伴い、従来市役所庁舎裏の附属会館で行っていた
　期日前投票は、市文化交流館カダーレで行います。12月11日㈫はカダー
　レの休館日ですが、期日前投票は行っております。
　市役所では期日前投票はできませんのでご注意ください。
  
※イオンスーパーセンターやカダーレで土日に投票する場合、駐車場に限り
　があるため大変な混雑が予想されます。ご不便をおかけしますが、曜日や
　時間帯をずらすか、他の投票所での投票などにご協力をお願いします。

■期日前投票が出来る施設

施　　設　　名

市文化交流館カダーレ
（南口管理課向かい）

12月5日㈬

　　　～ 12月15日㈯

午前8時30分～午後8時

午前9時～午後7時

午前8時30分～午後6時

午前8時30分～午後5時
12月10日㈪

　　　～ 12月15日㈯

イオンスーパーセンター
本荘店
（園芸側出入り口付近）

各 総 合 支 所

亀田、下川大内、上川
大内、直根、笹子の各
出張所

設　置　期　間 投票できる期間

なまはげ めいすいくん

選挙
さ

選挙
さ

来い来い
っ！選挙
さ

来い
っ！
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男
女
共
同
参
画
を
考
え
る
⑥　
　
　
　
市
男
女
共
同
参
画
推
進
協
議
会
委
員　

早
川  

あ
け
み

　

市
の

男
女
共

同
参
画

推
進
協

議
会
委

員
も
二

期
目
と
な
り
ま
し
た
。
恥
ず
か
し

な
が
ら
最
初
は
、「
男
女
共
同
参

画
と
は
、
ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
よ
う
な
」
と
い
う
と
こ
ろ

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　

日
常
生
活
で
「
男
女
共
同
参

画
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
ほ
と
ん

ど
出
て
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が

ら
、
男
女
共
同
参
画
と
い
う
の
は

と
て
も
身
近
な
こ
と
で
、
社
会
に

溶
け
込
ん
で
い
た
の
で
す
。「
看

護
婦
」
が
「
看
護
師
」
と
さ
れ
た
り
、

タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
、
ト
ラ
ッ
ク
の

運
転
手
に
女
性
が
多
く
進
出
す
る

な
ど
、
職
業
を
と
っ
て
み
て
も
性

別
に
と
ら
わ
れ
ず
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
仕
事
を

持
つ
女
性
が
増
え
て
い
る
の
で
、

男
性
が
家
事
や
育
児
に
協
力
す
る

と
い
う
姿
は
珍
し
く
な
く
な
り
ま

し
た
。

　

男
性
・
女
性
が
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
と
も
に
考
え
、
と
も
に
協
力
・

行
動
し
、
と
も
に
責
任
を
担
う
社

会
が
「
男
女
共
同
参
画
」
の
考
え

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の

よ
う
な
社
会
を
実
現
し
て
い
く
た

め
に
は
、
お
互
い
を
思
い
や
る
こ

と
が
一
番
大
事
な
こ
と
だ
と
私
は

考
え
て
い
ま
す
。

本
荘
水
源
の
森
で
「
秋
の
植
樹
」
　

10
月
25
日
か
ら
11
月
３
日
の

秋
の
植
樹
週
間
に
合
わ
せ
、
西

由
利
原
の
本
荘
水
源
の
森
で
市

ガ
ス
水
道
局
主
催
に
よ
り
、
秋

の
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
植
樹
は
、
森
林
育
林
に

よ
る
水
源
の
水
質
向
上
な
ど
を

目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
期
間
中
に
は
市
内
の
保
育

園
児
、
小
学
生
な
ど
合
わ
せ
て

約
４
０
０
人
が
植
樹
に
参
加
。

ブ
ナ
や
栗
、
大
山
桜
な
ど
の
苗

木
合
わ
せ
て
１
５
０
０
本
を
植

樹
し
ま
し
た
。

　

西
由
利
原
に
は
黒
森
川
貯
水

池
が
あ
り
、
本
荘
地
域
全
域
と

由
利
地
域
の
一
部
、
約
１
万
５

千
世
帯
に
水
道
水
を
供
給
し
て

い
ま
す
。

入
館
者
50
万
人
達
成

「
文
化
交
流
館
カ
ダ
ー
レ
」

　

昨
年
12
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
文
化
交
流
館
カ
ダ
ー
レ
」
の

入
館
者
が
、
早
く
も
50
万
人
を

達
成
し
ま
し
た
。

　

50
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、

図
書
館
へ
本
を
返
し
に
来
た
小

松
和
子
さ
ん
（
60
歳
・
御
門
）。

記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
で
長
谷
部
市

長
、
一
緒
に
来
て
い
た
孫
の
佐

藤
麻
衣
ち
ゃ
ん
（
２
歳
）
と
共

に
く
す
玉
を
割
っ
た
ほ
か
、
小

松
さ
ん
へ
の
記
念
品
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

小
松
さ
ん
は
「
と
て
も
び
っ

く
り
し
て
い
る
。
カ
ダ
ー
レ
は

と
て
も
便
利
で
、
今
後
も
利
用

し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

本
荘
法
人
会
が
移
動
租
税
教
室

矢
島
小
の
６
年
生
が
お
ば
こ
号
に
乗
っ
て
税
を
学
ぶ

脚
本
家
・
内
館
牧
子
さ
ん
が
講
演

何
か
あ
っ
た
と
き
、
声
を
掛
け
合
う
地
域
に

　

11
月
８
日
、
本
荘
法
人
会
青

年
部
会
（
菊
地
長
司
部
会
長
）

が
矢
島
小
学
校（
金
利
紀
校
長
）

の
６
年
生
36
人
を
対
象
に
、
由
利

高
原
鉄
道
を
利
用
し
た
移
動
租

税
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
毎
年
会
員
が
指
導

役
と
な
っ
て
管
内
（
本
市
と
に
か

ほ
市
）
の
小
学
校
で
租
税
教
室
を

開
い
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
に
税

金
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

矢
島
駅
か
ら
お
ば
こ
号
に
乗
り

込
ん
だ
児
童
た
ち
は
、
車
窓
か
ら

見
え
る
も
の
で
税
金
で
作
ら
れ
た

も
の
な
ど
、
税
と
関
係
す
る
と
思

う
も
の
を
カ
メ
ラ
で
撮
影
。
羽
後

本
荘
駅
到
着
後
に
カ
ダ
ー
レ
に
移

動
し
て
、
校
舎
や
用
水
路
な
ど
撮

影
し
た
写
真
を
も
と
に
税
金
が
果

た
し
て
い
る
役
割
や
税
金
の
使
い

道
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
か
ら
は
「
普

段
と
違
う
と
こ
ろ
で
勉
強
す
る
の

は
お
も
し
ろ
い
。
印
象
に
残
る
」

「
身
近
な
も
の
を
通
し
て
税
に
つ

い
て
学
べ
て
楽
し
か
っ
た
」「
納
税

す
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思

っ
た
」と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

植
樹

秋由ガのよ目す園約ブ木樹池由千い

し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
20
日
、Ｊ
Ａ
全
国
共
済
農

業
協
同
組
合
連
合
会
か
ら
市
消

防
本
部
へ
高
規
格
救
急
車
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
同
連
合
会
が
地
域
貢

献
活
動
と
し
て
実
施
し
て
い
る

「
地
域
の
安
全
、
安
心
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、
農

村
地
域
に
お
け
る
救
急
医
療
体

制
の
維
持
・
確
保
に
よ
る
救
命

率
向
上
を
目
的
に
寄
贈
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

こ
の
た
び
寄
贈
さ
れ
た
高
規

格
救
急
車
は
矢
島
消
防
署
に
配

備
さ
れ
、
救
急
救
命
士
に
よ
る

高
度
な
処
置
が
行
え
る
資
器
材

を
積
載
し
て
お
り
、
ま
た
、
室

内
も
広
く
走
行
時
に
は
傷
病
者

に
振
動
を
与
え
な
い
よ
う
に
配

慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
高
規
格
救
急
車
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
も
多

様
化
す
る
市
民
の
救
急
要
請
に

応
え
、
安
全
で
安
心
な
地
域
社

会
づ
く
り
へ
の
貢
献
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

秋
田
市
出
身
の
脚
本
家
・
内

館
牧
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

「
い
の
ち
を
さ
さ
え
る
地
域
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
心
の
健

康
づ
く
り
講
演
会
が
11
月
15
日
、

カ
ダ
ー
レ
で
開
か
れ
ま
し
た
。

人
と
人
が
つ
な
が
り
合
う
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
、
健
康
管
理

課
が
主
催
し
た
も
の
で
、
お
よ

そ
千
人

が
大
ホ

ー
ル
を

埋
め
ま

し
た
。

　

講
演

で
内
館

さ
ん
は
、

４
年
前
、
旅
先
の
盛
岡
市
で
急

病
を
患
っ
た
経
験
を
も
と
に
、

人
と
の
関
わ
り
方
や
地
域
の
あ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
話
し
ま
し

た
。

　

内
館
さ
ん
の
急
病
に
よ
り
都

内
の
自
宅
で
一
人
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
当
時
82
歳
の
母
。
あ
い

さ
つ
を
交
わ
す
程
度
だ
っ
た
近

所
の
人
た
ち
が
お
茶
に
誘
っ
て

く
れ
た
り
、「
何
か
あ
っ
た
ら
夜

中
で
も
い
い
か
ら
電
話
し
て
」

と
携
帯
電
話
の
番
号
を
教
え
て

く
れ
た
り
と
、
周
り
の
人
が
励

ま
し
見
守
っ
て
く
れ
た
そ
う
で

す
。
内
館
さ
ん
は
「
何
か
あ
っ

た
と
き
に
声
を
掛
け
合
う
こ
と
、

力
に
な
り
合
う
こ
と
が
、
こ
れ

か
ら
の
あ
る
べ
き
地
域
の
姿
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
「
心
の
健
康
を
保
つ
た

め
の
方
法
は
２
つ
、
立
ち
向
か

う
こ
と
と
逃
げ
る
こ
と
。
立
ち

向
か
う
だ
け
で
な
く
諦
め
る
こ

と
も
肝
心
」
と
話
し
、
頑
張
り

過
ぎ
な
い
こ
と
が
心
と
体
の
健

康
に
つ
な
が
る
と
述
べ
ま
し
た
。

そ
し
て
「
人
生
は
〝
い
つ
何
が

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
〞
と
い

う
こ
と
を
実
感
し
た
。
悪
い
こ

と
だ
け
で
な
く
、
い
い
こ
と
も

い
つ
何
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
。

い
い
こ
と
を
見
な
い
で
命
を
絶

つ
の
は
、
も
の
す
ご
く
損
。〝
生

き
る
〞
こ
と
が
な
に
よ
り
大

切
」
と
結
び
ま
し
た
。

新
し
い
高
規
格
救
急
自
動
車
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

見
え
る
も
の
で
税
金
で
作
ら
れ
た
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人
事

公
表
し
ま
す

概要

　

関
係
法
律
お
よ
び
市
条
例
に
基
づ
き
、
市
職
員
の

給
与
・
定
員
管
理
、
勤
務
条
件
な
ど
、
人
事
行
政
の

運
営
な
ど
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
な
ど
は
、全
国
で
統
一

さ
れ
た
公
表
が
行
わ
れ
て
お
り
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
は
全
国
の
地
方
公
共
団
体
と
本
市
の
状
況
を

比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

1

給
与
・
定
員
管
理 

な
ど

人件費の状況［ 普通会計決算 ］1

職員給与費の状況［ 普通会計決算 ］2

ラスパイレス指数3

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成２4年４月１日現在）6

一般行政職の級別職員数の状況 （平成２4年４月１日現在）7

職員の手当の状況［ 普通会計職員 ］8

職員の平均年齢、平均給料月額および
平均給与月額の状況 （平成２4年４月１日現在）

4 職員の初任給の状況
　　 （平成２4年４月１日現在）

5

５69
合計

人

▽ 総務省「地方公共団体給与情報等公開システム」 ( http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/c-gyousei/j-k_system/index.html )

①期末手当･勤勉手当　　　　　　　　　　　　　　　　　  （平成23年度）

②退職手当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （平成23年度） ③時間外勤務手当（各年度決算）

区　　分 勤続20年

経験年数10年

勤続25年 勤続35年 最高限度額 年度 支給実績その他の
加算措置
定年前早期退職
特例措置

（２～２０％加算）

一人当たりの
平均支給額

区　　分 支給割合 一人当たりの平均支給額

職員一人当たりの
平均支給年額

職制上の段階、職務の級等
による加算措置

～

（注）夜間勤務手当を含みます。

（注）1　市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
2　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

（注）1　平均給料月額は、各職種ごとの職員の基本給の平均です。
2　平均給与月額は、給料月額と毎月支払われる諸手当の額を合計したものの平均です。

（注）1　職員手当には退職手当を含みません。
2　職員数は平成23年4月1日現在の人数です。

1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級

区　　分

区　　分

区　分 職 員 数
（A） 給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

給　　　　　与　　　　　費　　　　（千円）

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

経験年数15年 経験年数20年

区　分 一般行政職
消　防　職

年　度 23年 （注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100と
した場合の、市職員の給与水準を示す指数です。

（注）人件費には、特別職に支給される給料などを含みます。

区　分 住民基本台帳
人口（年度末）

歳　出　額
（A）（千円）

実質収支
（千円）

人  件  費
（Ｂ）（千円）

人件費率
（Ｂ/A）

（参考）
22年度の
人件費率

一人当たり
給与費（千円）
（Ｂ/A）

特別職の報酬等の状況（平成２4年４月１日現在）9

部門別職員数の状況（各年４月１日現在）10 年齢別職員構成の状況（平成２4年４月１日現在）11

④その他の手当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成24年４月１日現在）

平成17年４月１日
職　員　数

平成27年４月１日
職　員　数 純 減 数 純 減 率

（注）1　職員数は、一般職（教育長を含む）に属する職員数です。
2　［　］内は、条例定数の合計です。

（注）市長・副市長の給料・報酬月額欄の（　 ）内の額は
平成24年4月1日から平成25年3月31日までの額です。

給与・手当の概要

定員管理の状況

手当名 内容および支給単価 国の制度との
異同・内容

支給職員一人当たり
平均支給年額

支給実績
（23年度決算）

扶 養 手 当

住 居 手 当

通 勤 手 当

管理職手当

宿日直手当

寒冷地手当

休日勤務手当

区　　分 市　　　長 区　分 議　　長 副  議  長 議　　員常任・議会運営委員長副　市　長

部　門
区　分 職　　員　　数 前年度

増減数平成23年度 平成24年度

定員管理の数値目標12
平成17年４月１日～平成27年４月１日における定員管理の数値目標

合　計
1,090人



５段組本文　A-OTF UD黎ミン Pro－R　10.5ｐt（行間14.63ｐt）

職員の任免および職員数に関する状況

職員の分限および懲戒処分の状況

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
①職員の採用、退職の状況

②職員数の状況　　　　　　　　　　　　　　　　（平成24年4月1日現在）
（平成２3年度）

採　　　用
退　　　職 勤務時間

定 年 退 職
勧 奨 退 職
そ　の　他

（注）他団体からの派遣職員の着任や帰任は含みません。

（注）職員数は一般職に属するうち、教育長を除いた職員数です。
消防本部は、消防職と一般行政職を併せた職員数です。

2 勤務条件 など

区　　分 受診者数

（平成２4年４月１日現在）

※このほか、療養休暇、組合休暇、病気休暇、特別休暇、
　介護休暇が必要と認められる場合に与えられます。

※全対象職員とは、平成23年1月1日から平成
　23年12月31日までの全期間を在職した一般
　職の職員であり、中途に採用された者や退職
　した者、育児休業者は除いています。

市長部局

議会事務局

選挙管理委員会事務局

監査委員事務局

農業委員会事務局

教育委員会事務局

消防本部

ガス水道局

　合　　　　　　計

区　　　分
級　　　別　　　職　　　員　　　数

定 数
計 部長級 課長級 課長補佐級 主査級 主任級 主事級 処分の種類 処分者数

職員の服務の状況

総付与日数　　　（a）
総取得日数　　　（b）
全対象職員数　　（c）
平均取得日数（b）/（c）
取得率　　　（b）/（a）

研　修　名 受講者数

職員の研修および勤務成績の認定の状況 職員の福祉および利益
の保護の状況（平成２3年度） （平成２3年度）

年次有給休暇の取得状況（一般職）

職員は、懲戒その他その意に反する不利益な
処分を受けた場合、公平委員会に不服申立て
ができます。

年度当初係属件数
年度中申立件数
年度中処理件数
年度末係属件数

①不利益処分に関する不服申立の状況

職員は、給与、勤務時間その他の勤務条件に
関し、公平委員会に対して市当局より適切な
措置がとられるべきことを要求することがで
きます。

年度当初係属件数
年度中申立件数
年度中処理件数
年度末係属件数

②勤務条件に関する措置の要求の状況

職員の研修状況

公平委員会の業務の状況

勤務成績の評定の概要
　年1回の定期昇給、6月・12月の勤勉手当支給の
際に職員の勤務成績の評定を行っています。

職員の健康管理のため、毎年
健康診断を実施しています。

平成24年12月１日号 広報ゆりほんじょう

総務部

企画調整部

市民福祉部

農林水産部

商工観光部

建設部

出納室

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
発
行
す
る
紹

介
状
と
市
専
用
の
履
歴
書
、
資
格

取
得
証
明
書
の
写
し
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
備
え
付
け
の
募
集
要
項
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

【
臨
時
保
育
士
】

勤
務
内
容　

乳
幼
児
の
保
育
業
務

募
集
人
員　

11
人

勤
務
先　

市
立
保
育
園
（
合
格
決

　

定
後
、
採
用
時
に
勤
務
先
を
決

　

定
し
ま
す
）

◎
勤
務
先
は
、
左
記
の
い
ず
れ
か

　

で
す
。
な
お
、
各
年
度
の
園
児

　

数
に
応
じ
て
、
勤
務
先
を
変
更

　

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

亀
田
保
育
園
、
ゆ
り
保
育
園
、

　

岩
谷
保
育
園
、
下
川
大
内
保
育

　

園
、
上
川
大
内
保
育
園
、
西
目

　

保
育
園
、
川
内
保
育
園
、
直
根

　

保
育
園
、
笹
子
保
育
園

勤
務
時
間　

週
５
日
勤
務
（
38
時

　

間
45
分
）

応
募
資
格　
保
育
士
資
格
を
有
す

　
る
方
、
ま
た
は
本
年
度
３
月
卒
業

　
で
保
育
士
資
格
取
得
見
込
み
の
方

雇
用
期
間　

平
成
25
年
４
月
１
日

　

〜
９
月
30
日
（
更
新
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

12
月
28
日
㈮
ま
で
、
総
務
課　

　

☎
24―

６
２
１
７

　

平
成
16
年
度
か
ら
工
事
を
進
め

て
き
た
由
利
橋
が
、
１
月
29
日
に

い
よ
い
よ
供
用
開
始
し
ま
す
。
当

日
、
渡
り
初
め
を
し
て
い
た
だ
け

る
三
世
代
夫
婦
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　

平
成
25
年
１
月
29
日
㈫　

　

10
時
〜
11
時
半

会
場　

由
利
橋
（
橋
南
側
の
特
設

　

会
場
）

対
象　

市
内
で
同
居
し
て
い
る
三

　

世
代
夫
婦

募
集
組
数　

10
組
（
応
募
多
数
の

　

場
合
は
厳
正
な
る
抽
選
を
し
ま

　

す
）

応
募
条
件

•
当
日
、
三
世

　

代
夫
婦
全
員

　

が
そ
ろ
っ
て

　

参
加
で
き
る

　

こ
と
。

•
寒
い
中
や
雪

　

の
上
で
も
歩
行
が
可
能
で
あ
る

　

こ
と
。

※

衣
装
や
会
場
ま
で
の
交
通
費
な

　

ど
参
加
に
か
か
る
費
用
は
自
己

　

負
担
と
な
り
ま
す

応
募
方
法　

封
書
、 

Ｆ
Ａ
Ｘ
、 

Ｅ

　

メ
ー
ル

※

①
三
世
代
夫
婦
６
人
の
氏
名

　

 （
ふ
り
が
な
）、 

②
住
所
、 

③
年

　

齢
、 

④
性
別
、 

⑤
電
話
番
号
を

　

明
記
の
こ
と

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

12
月
20
日
㈭
ま
で
、
建
設
管
理

　

課
（
〒
０
１
５―

０
８
０
１　

 

　

由
利
本
荘
市
美
倉
町
27
番
地
２
）

　

☎
24―

６
３
３
０
、 Ｆ
Ａ
Ｘ
24

　

―

６
３
９
４
、 

Ｅ
メ
ー
ルken

　

setsu@
city.yurihonjo.akita.

　

jp

【
看
護
師
（
フ
ル
タ
イ
ム
）】

　

中
途
採
用
お
よ
び
平
成
25
年
度

採
用
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
発
行
す
る
紹

介
状
（※

紹
介
状
な
し
の
直
接
応

募
も
可
）
と
専
用
の
願
書
（
当
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）
お
よ
び
看

護
師
免
許
証
（
写
）
ま
た
は
卒
業

見
込
証
明
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
備

え
付
け
の
募
集
要
項
ま
た
は
当
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

勤
務
内
容　

病
棟
に
お
け
る
看
護

　

業
務

勤
務
場
所　

独
立
行
政
法
人
国
立

　

病
院
機
構
あ
き
た
病
院

応
募
資
格　

看
護
師
免
許
所
有
者

　

 （
平
成
25
年
３
月
取
得
見
込
者

　

含
む
）

勤
務
時
間　

１
日
７
時
間
45
分

　

４
週
８
休　

３
交
替

採
用
日　

①
中
途
採
用　

随
時

　

 （
調
整
可
）、 

②
平
成
25
年
度

　

採
用　

４
月
１
日

【
看
護
師
・
准
看
護
師（
パ
ー
ト
）】

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
発
行
す
る
紹

介
状
（※

紹
介
状
な
し
の
直
接
応

募
も
可
）
と
市
販
履
歴
書
（
顔
写

真
付
き
）
お
よ
び
看
護
師
免
許
証

ま
た
は
准
看
護
師
免
許
証
（
写
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
備
え
付
け
の
募

集
要
項
ま
た
は
当
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

勤
務
内
容　

外
来
に
お
け
る
看
護

　

業
務

勤
務
場
所　

独
立
行
政
法
人
国
立

　

病
院
機
構
あ
き
た
病
院

応
募
資
格　

看
護
師
ま
た
は
准
看

　

護
師
免
許
所
有
者

勤
務
時
間　

週
32
時
間
以
内
（
応

　

募
者
と
面
談
の
う
え
決
定
）

雇
用
期
間　

採
用
可
能
日
〜
平
成

　

25
年
３
月
31
日
（
更
新
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

　

あ
き
た
病
院
管
理
課　

☎
72―

　

２
０
０
２

　

会
計
事
務
所
・
企
業
の
経
理
事

務
員
と
し
て
必
要
な
伝
票
会
計
・ 

記
帳
実
務
・
原
価
計
算
な
ど
を
学

び
ま
す
。
雇
用
保
険
を
受
給
で
き

な
い
方
な
ど
、
一
定
の
要
件
を
満

た
す
場
合
、
受
講
期
間
中
に
給
付

金
を
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

日
時　

平
成
25
年
１
月
28
日
㈪
〜

　
５
月
27
日
㈪　

９
時
〜
14
時
40

　

分  ※

土
日
祝
日
は
休
み
（
一

　

部
訓
練
あ
り
）

会
場　

こ
む
ら
簿
記
珠
算
専
修
学

　

校
（
表
尾
崎
町
15
）

定
員　

15
人
（
１
月
８
日
10
時
〜

　

面
接
な
ど
で
選
考
）

受
講
料　

無
料
（
教
材
費
は
自
己

　

負
担
）

対
象　

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職

　

申
し
込
み
を
行
い
、
職
業
訓
練

　

そ
の
他
の
支
援
措
置
の
必
要
性

　

が
認
め
ら
れ
る
方

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

12
月
27
日
㈭
ま
で
、
ハ
ロ
ー

　

ワ
ー
ク
本
荘　

☎
22―

３
４
２

　

１
日
時　

平
成
25
年
１
月
30
日
㈬　

　

10
時
半
〜

会
場　

大
内
農
村
環
境
改
善
セ
ン

　

タ
ー

内
容　

講
演
と
講
師
・
特
定
選
者

　

に
よ
る
選
評
、
表
彰

投
稿
作
品　

俳
句
１
人
２
句
（
当

　

季
雑
詠
・
未
発
表
の
も
の
）

投
稿
料　

千
円（
定
額
小
為
替
で
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

12
月
20
日
㈭
ま
で
、
大
会
事
務

　

局
（
大
内
教
育
学
習
課
内
）　

　

☎
65―

２
２
１
０
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経
済
産
業
省
で
は
、
製
造
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
に
「
工
業
統
計
調
査
」
を
12
月

31
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。
こ
の

調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ
く
報
告

義
務
の
あ
る
基
幹
統
計
調
査
で
、

回
答
内
容
は
統
計
作
成
以
外
に
使

用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
調

査
員
が
12
月
下
旬
か
ら
対
象
事
業

所
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
主
旨
・

必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ご
回

答
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

総
合
政
策
課　

 

　

☎
24―

６
２
２
７

　

県
で
は
「
雇
用
を
創
出
す
る
農

林
漁
業
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

離
職
者
の
方
の
新
規
就
農
・
営

農
の
規
模
拡
大
な
ど
の
支
援
や
、

当
面
の
所
得
を
カ
バ
ー
す
る
た
め

の
給
付
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

事
業
名　

離
職
者
の
農
業
参
入
支

　

援
事
業

助
成
対
象
者　

事
業
主
都
合
（
解

　

雇
な
ど
）
で
離
職
さ
れ
た
方

助
成
と
支
給
の
内
容

【
農
業
生
産
施
設
等
整
備
へ
の
助
成
】

助
成
対
象　

稲
作
以
外
の
園
芸
作

　

物
な
ど
の
生
産
・
出
荷
や
、
自

　

己
生
産
農
産
物
な
ど
の
加
工
に

　

必
要
な
施
設
・
機
械
な
ど

助
成
額　
事
業
費
の
２
分
の
１
以
内

【
農
業
参
入
給
付
金
の
支
給
】

支
給
額
・
支
給
期
間　

１
人
当
た

　

り
年
間
１
５
０
万
円
（
２
年
間

　

支
給
）

主
な
要
件　

前
記
「
農
業
生
産
施

　

設
等
整
備
へ
の
助
成
」
を
受
け

　

る
こ
と
、
青
年
就
農
給
付
金
制

　

度
な
ど
類
似
の
支
援
制
度
の
対

　

象
と
な
ら
な
い
方
で
あ
る
こ
と  

　

な
ど

◎
と
も
に
、
こ
の
他
に
も
各
種
要

　

件
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

県
由
利
地
域
振

　

興
局
農
業
振
興
普
及
課　

☎
22

　

―

７
５
５
１

　　

市
で
は
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な

高
齢
者
や
一
人
暮
ら
し
の
方
の
孤

立
解
消
の
た
め
に
自
治
会
が
町
内

会
館
な
ど
で
行
っ
て
い
る
活
動
を

支
援
す
る
交
付
金
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。
随
時
申
し
込
み
が
で
き

ま
す
。

申
請
対
象　

市
内
の
町
内
会
・
自

　

治
会
も
し
く
は
そ
の
連
合
会

交
付
対
象
経
費　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

人
件
費
年
間
総
額
３
分
の
２
相

　

当
申
し
込
み
先　

長
寿
支
援
課
、
各

　

総
合
支
所
市
民
福
祉
課

問
い
合
わ
せ
先　

長
寿
支
援
課　

　

☎
24―

６
３
２
２

【
ベ
ビ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室
】

日
時　

12
月
13
日
㈭
か
ら
毎
週
木

　

曜
日
（
全
12
回
）　

14
時
15
分

　

〜
15
時

定
員　

保
護
者
と
子
ど
も
（
１
〜

　

２
歳
）
15
組

講
師　

高
橋
昭
子
さ
ん

参
加
費　

１
５
０
０
円

◎
各
教
室
と
も
参
加
費
を
教
室
初

　
日
に
い
た
だ
き
ま
す
。
た
だ
し
、

　
プ
ー
ル
使
用
料
は
毎
回
必
要
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

遊
泳
館　

☎
24―

０
１
３
４

　

カ
ダ
ー
レ
内
「
物
産
館
ゆ
り
ぷ

ら
ざ
」
で
は
オ
ー
プ
ン
１
周
年
を

記
念
し
て
、
市
内
の
特
産
品
を
集

め
た
「
ふ
る
さ
と
宅
配
便
」
を
販

売
し
ま
す
。
新
米
や
地
元
で
作
っ

た
味
噌
、
漬
物
、
う
ど
ん
、
酒
な

ど
由
利
本
荘
市
産
の
も
の
だ
け
を

集
め
た
特
選
セ
ッ
ト
！
数
量
限
定

（
50
個
）
で
す
。

価
格　

６
千
円
（
税
・
送
料
込
み
）

発
送
時
期　

12
月
中
旬

申
込
期
間　
12
月
１
日
㈯
〜
15
日
㈯

申
し
込
み　

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
店
頭

※

銀
行
振
り
込
み
ま
た
は
店
頭
で

　

直
接
お
支
払
い
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ゆ
り
ぷ
ら
ざ　

☎
28―

４
３
１

　

３
、 

Ｆ
Ａ
Ｘ
28―

４
３
１
４

　

浜
本
節
子
氏
の
温
か
く
柔
ら
か

い
タ
ッ
チ
で
由
利
高
原
鉄
道
の
素

朴
な
風
景
が
描
か
れ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
カ
レ
ン
ダ
ー
を
発
行
し
ま
す
。

仕
様　

カ
ラ
ー
７
枚
・
縦
５
３
５

　

㍉×

横
３
８
０
㍉

価
格　

８
０
０
円
（
送
料  

３
部

　

ま
で
３
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ
先　

由
利
高
原
鉄
道  

　

☎
56―

２
７
３
６

※

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
予
約
で

　

き
ま
す（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

日
時　

12
月
９
日
㈰　

９
時
〜
正

　

午
（
物
品
の
引
き
渡
し
は
14
時

　

〜
16
時
）

会
場　

旧
前
郷
小
学
校

内
容　

廃
校
前
に
使
用
し
た
グ
ラ

　

ン
ド
ピ
ア
ノ
、
机
、
イ
ス
な
ど

　

の
競
り
売
り

※

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

由
利
総
合
支
所

　

振
興
課　

☎
53―

２
１
１
２

日
時　

12
月
８
日
㈯　

13
時
〜
16

　

時
半

会
場　

カ
ダ
ー
レ  

ギ
ャ
ラ
リ
ー

内
容　

①
提
案
発
表
「
裏
尾
崎
町

　

地
区
の
整
備
後
の
街
並
み
像
」

　

県
立
大　

都
市
ア
メ
ニ
テ
ィ
研

　

究
室
、 

②
基
調
講
演
「
新
た
な

　

活
性
化
の
芽
を
探
る
！
」
同
建

　

築
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科　

山
口

　

邦
雄
准
教
授
、 

③
パ
ネ
ル
デ
ィ

　

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
今
、
中
心
市

　

街
地
に
必
要
な
も
の
」

問
い
合
わ
せ
先　

大
門
・
本
町
通

　

り
ま
ち
づ
く
り
委
員
会　

菅
野

　

さ
ん　

☎
23―

２
０
２
０

日
時　

12
月
９
日
㈰　

13
時
半
〜

会
場　

ゆ
り
え
も
ん　

☎
53―

２

　

６
５
１
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市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談
（
要
予
約
）

日
時　

12
月
６
日
㈭
・
13
日
㈭
・

　

20
日
㈭　

13
時
15
分
〜
17
時

会
場　

市
役
所
市
民
相
談
室

日
時　
12
月
23
日
㈰　

９
時
〜
正
午

会
場　

鶴
舞
会
館

弁
護
士
無
料
法
律
相
談
（
要
予
約
）

日
時　
12
月
26
日
㈬　

10
時
〜
15
時

会
場　

市
役
所
第
５
会
議
室

行
政
相
談
・
人
権
困
り
ご
と
相
談

日
時　

12
月
12
日
㈬　

９
時
半
〜

　

11
時
半

会
場　

市
役
所
第
４
会
議
室

消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
相
談

日
時　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除

　

く
）　

９
時
〜
15
時

会
場　

市
役
所
市
民
相
談
室

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
相
談
室　

☎
24―

６
２
５

　

１

 　

12
月
の
水
曜
日
と
木
曜
日
は
、

窓
口
を
延
長
し
、
市
税
の
納
付
と

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。 

開
設
場
所　

市
役
所
収
納
課
窓
口 

開
設
日　

12
月
５
日
、
６
日
、
12

　

日
、
13
日
、
19
日
、
20
日
、
26

　

日
、
27
日

開
設
時
間　

午
後
７
時
15
分
ま
で 

問
い
合
わ
せ
先　

収
納
課　

☎
24

　

―

６
２
５
６

日
時　

12
月
20
日
㈭　

13
時
〜
16

　

時
（
予
約
制
）

会
場　
市
役
所
５
階　

第
５
会
議
室

相
談
員　
弁
理
士　
熊
谷   

繁  

氏

内
容　

特
許
（
発
明
）、
実
用
新
案
、

　

意
匠
、
商
標
な
ど
、
ど
ん
な
疑

　

問
や
ご
相
談
に
も
お
答
え
し
ま

　

す
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

   

秋
田
県
発
明
協
会
（
月
〜
木
曜

　

日
の
13
時
〜
16
時
）　

☎
０
１

　

８―

８
２
４―
４
２
８
２

日
時　
12
月
15
日
㈯　

13
時
〜
16
時

会
場　

県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン

　

タ
ー
（
秋
田
市
御
所
野
・
中
央

　

シ
ル
バ
ー
エ
リ
ア
内
）

参
加
費　

無
料
（
事
前
予
約
が
必

　

要
で
す
）

相
談
員　

医
師
、
介
護
従
事
者
、

　

認
知
症
家
族
の
会
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

県
認
知
症
コ
ー

　

ル
セ
ン
タ
ー　

☎
０
１
８―

８

　

２
９―

２
２
７
５

日
時　

12
月
11
日
㈫　

17
時
〜
19

　

時（
18
時
45
分
受
け
付
け
終
了
）

会
場　

法
務
局
本
荘
支
局

内
容　

登
記
、
戸
籍
、
供
託
、
人

　

権
な
ど
（
面
接
相
談
と
電
話
相

　

談
を
行
い
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
先　

法
務
局
本
荘
支

　

局　

☎
22―

１
２
０
０

日
時　

12
月
19
日
・
平
成
25
年
１

　

月
16
日
・
２
月
20
日
・
３
月
13

　

日
（
各
水
曜
）　

13
時
半
〜
15

　

時
半

会
場　

鶴
舞
会
館

内
容　

不
動
産
・
会
社
・
法
人
の

　

登
記
、
相
続
、
多
重
債
務
・
過

　

払
い
、
成
年
後
見
な
ど

※

事
前
予
約
が
必
要
で
す
（
先
着

　

６
件
・
予
約
専
用
電
話
０
１
８

　

―

８
２
４―

０
０
５
５
）

問
い
合
わ
せ
先　

県
司
法
書
士
会  

　

☎
０
１
８―

８
２
４―

０
１
８

　
７

期
間　

平
成
25
年
１
月
４
日
㈮
〜

　

２
月
28
日
㈭

開
場
時
間　

９
時
半
〜
14
時
半

※
３
月
１
日
か
ら
通
常
の
開
場
時

　

間
（
８
時
半
〜
16
時
）
と
な
り

　

ま
す

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課　

　

☎
24―

６
２
５
３

　

 「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発

週
間
」
は
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
に
つ
い
て
認
識
を

深
め
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
と

連
携
し
な
が
ら
人
権
侵
害
問
題
を

解
決
し
、
そ
の
抑
制
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
拉
致
事
案
に
つ
い
て
情

報
を
お
持
ち
の
方
は
、
県
警
察
本

部
（
☎
０
１
８―

８
６
３―

１
１

１
１
）
ま
た
は
由
利
本
荘
警
察
署

（
☎
23―

４
１
１
１
）
ま
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう

　税金は、暮らしを支え豊かなまちづくり
のための大切な財源です。市では納税の公
平性を確保するため、市税などの滞納者に
対して電話や手紙のほか、直接訪問して納
付を促しています。
　納税意思の見られない滞納者に対しては、
債権などの差し押さえを行っています。ま
た、特に徴収が困難な場合は「秋田県地方
税滞納整理機構」に引き継いでいます。

　
■お早めにご相談ください
　病気や離職など、やむを得ない事情で税
金を納期内に納付できない場合は、お早め
にご相談ください。
　
■便利で安全な “口座振替” をご利用ください
  手数料不要で、納期ごとに市役所や金融
機関へ足を運ぶ必要がなく、また、納め忘
れの心配もありません。お申し込みについ
てはお気軽にご相談ください。
　
■問い合わせ先
　収納課　☎24－6256
　 （または各総合支所振興課）

平成2平成24年12月１日号年12月１日号平成24年12月１日号

今年度の差し押さえ実績　　　（10月末現在）
区　　分

預　　貯　　金
給　　　　　与
生命・損害保険
所得税還付金
売掛金、賃料ほか
合　　　計

（参考）前年度同期

78
120
6
3
20
227
81

16,262
7,171
988
83

2,268
26,772
14,808

件　  数 金額（千円）



　：中央公民館　☎22－0900　　：カダーレ　☎22－2500　　：アクアパル　☎22－5611　　：市総合体育館　☎62－0500　　：シーガル　☎33－2315カ ア 総中 シ

８日㈯

15日㈯

絵本の読み聞かせほか
　出演：おはなしたんぽぽの会
絵本の読み聞かせほか
　出演：すずめの巣

(中)おはなし劇場
　　　  午後２時～（お話室）

 「新古今和歌集」について
　出演：鈴木タキさん

(中)「本荘お母さん読書会」
　共催読書会『古典講話』
　午後１時30分～（研修室1，２）

(大)おはなしのへや
　　　　　  午前10時30分～

絵本の読み聞かせほか
　出演：ゆりかごの会

(中)えほんでこんにちは
　　　  午後２時～（お話室）　

22日㈯ 外国語による読み聞かせほか(中)ヨミキカセ・ワールドワイド
　　　  午後２時～（お話室）　

※料金や申し込み方法など、詳しくは本紙11月１日号、市ホームページをご覧ください
　問い合わせ先　矢島総合支所産業課　☎55－4953
　　　　　　　　観 光 文 化 振 興 課　☎24－6376

※

催
し
物
の
時
間
な
ど
、
詳
し
く
は
各
施
設
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い

休
館
日

・
総

カ
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第
31
回
佐
藤
ひ
と
み
ピ
ア
ノ
教
室
リ
ト
ル
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト　

14
時
半
〜

第
３
回
は
っ
ぴ
〜
さ
あ
く
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

10
時
〜
15
時
カカ

全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

　

第
35
回
秋
田
県
大
会
中
央
地
区
予
選
由
利
本
荘
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

10
時
〜
18
時　

入
場
料
あ
り

ぽ
ぽ
ろCUP2012  IN DEWA  JHS

〔
中
学
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  　
（
〜
24
日
）　

８
時
〜
21
時
（
24
日
は
18
時
ま
で
）
総 カ

 

「
音
楽
の
絵
本
」
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト　

13
時
半
〜　

入
場
料
あ
り

ゆ
り
養C

U
P

〔
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
〕 　

８
時
〜
17
時 

総 カ

ス
テ
ー
タ
ス 

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
・
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ　

第
31
回
発
表
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

18
時
半
〜
20
時　

入
場
料
あ
り

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト　

13
時
半
〜

池
坊
い
け
ば
な
𠮷
川
華
泉
社
中
展
（
〜
16
日
）　

10
時
〜
16
時

カカカ

リ
ソ
ナ
ン
ツ
ァ
ム
ジ
カ
ー
レ　

第
27
回
演
奏
会　

14
時
〜　

入
場
料
あ
り

SU
N
SU
N

手
づ
く
り
市
場　

10
時
〜
15
時
半

衆
議
院
議
員
選
挙
開
票
会
場　

８
時
〜
21
時

総 カカ

第
２
回
鳥
海
山
魅
力
発
掘
講
座　

15
時
〜
17
時　

要
申
し
込
み
カ

シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
鳳
山
学
園　

10
時
〜
正
午

中

中央図書館 【一般】建築　　　　【Ｕ-20】感染症・予防の医学
【こども】カダーレが１才になりました！お誕生日の本

岩城図書館 作家「森絵都」特集　　テーマ企画「年末の大そうじ特集」
今月の絵本「クリスマスのえほん」

由利図書館

出羽伝承館 クリスマス特集・冬のおはなし

【一般】スッキリ！整理・片づけ特集
【児童】冬がやってきた！　　【絵本】クリスマスのえほん

（中）＝中央図書館、（岩）＝岩城図書館、（大）＝出羽伝承館、（由）＝由利図書館、（矢）＝矢島図書室

日時　12月27日㈭　10時～ 12時
会場　ギャラリー１
定員　親子20組（先着順）
申し込み先　中央図書館
　　　　　　☎22－4900

　市では、大規模火災の発生や災害状況など
の情報を登録者の携帯電話などの端末にメー
ルで配信するサービスを行っています。
　火災、津波、洪水、避難情報などを配信し、
登録者は個別に受信するかしないかを選択す
ることができます。
　メールを受信するには登
録が必要です。 ＱＲコード
を読み取るか、下記Ｅメー
ルアドレスを入力して空
メールを送信してください。

　bousai.yurihonjo-city@raiden.ktaiwork.jp
問い合わせ先　危機管理課　☎24－6238

　 「由利本荘市鳥海山文化de元気実行委員
会」では、鳥海山を中心とした地域の文化遺
産を活用して、伝統行事・伝統芸能の公開や
後継者の育成など、観光振興や地域経済の活
性化に取り組んでいます。
この度、ホームページ「鳥
海山文化紀行」を公開しま
した。是非ご覧ください。

　http://yurihonjo-chokaisan.jp/
問い合わせ先
　事務局（観光文化振興課内）　☎24－6346

日
時　
12
月
12
日
㈬　

15
時
〜
17
時

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

講
師　

秋
田
地
学
教
育
学
会
役
員

　

板
垣
直
俊  

氏

定
員　

50
人
程
度

内
容　

鳥
海
山
の
形
成
（
地
質
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

観
光
文
化
振
興
課　

☎
24―

６

　

３
４
６

日
時　

12
月
16
日
㈰　

14
時
〜

　

 （
13
時
半
開
場)

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

大
ホ
ー
ル

入
場
料　

千
円

出
演　

う
た
、
ピ
ア
ノ
、
弦
・
管

　

楽
器
な
ど

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

コ
ン
ノ
楽
器

問
い
合
わ
せ
先　

武
田
さ
ん　

☎

　

22―

１
１
６
７

　

現
在
開
催
中
の
企
画
展
「
古
代

の
〝
い
の
り
〞
」
の
展
示
品
に
つ

い
て
の
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
天
候
と
地
鎭
の
い
の

り
」。
約
１
２
０
０
年
前
、
天
候

回
復
や
地
鎮
祭
な
ど
〝
い
の
り
〞

の
儀
式
に
使
用
さ
れ
た
祭
祀
具
や

祭
祀
の
様
子
を
、
ス
ラ
イ
ド
を
使

い
な
が
ら
解
説
し
ま
す
。

日
時　
12
月
８
日
㈯　

14
時
〜
15
時

会
場　
齋
彌
酒
造
店
「
蔵
」（
石
脇
）

定
員　

先
着
30
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
荘
郷
土
資
料
館　

☎
24―

３

　
５
７
０

【
も
の
づ
く
り
体
験
】

日
時　

12
月
９
日
㈰　

午
前
の
部

　

＝
９
時
半
〜
12
時
半
、
午
後
の

　

部
＝
13
時
半
〜
16
時

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

２
階
会
議
室

体
験
内
容　

ハ
ン
コ
屋
さ
ん
、
か

　

ん
ば
ん
屋
さ
ん
、
た
て
ぐ
屋
さ

　

ん
、
大
工
さ
ん
・
内
装
屋
さ
ん

定
員　

午
前
の
部
、
午
後
の
部
そ

　

れ
ぞ
れ
20
人

【
料
理
体
験
】

日
時　

12
月
９
日
㈰　

９
時
半
〜

　

12
時
半

会
場　

カ
ダ
ー
レ
調
理
創
作
室

体
験
内
容　

パ
ン
屋
さ
ん
、
お
寿

　

司
屋
さ
ん

定
員　

20
人

対
象　

小
学
４
〜
６
年
生
と
そ
の

　

保
護
者

参
加
費　

千
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

12
月
６
日
㈭
ま
で
、
市
商
工
会

　

青
年
部
本
荘
支
部　

☎
23―

８

　

６
８
６

日
時　
12
月
26
日
㈬　

９
時
〜
正
午

会
場　

東
光
館

対
象　

小
学
１
年
生
以
上
（
小
学

　

３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　

先
着
20
人

参
加
費　
５
０
０
円
（
材
料
費
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

12
月
18
日
㈫
ま
で
、
東
光
館　

　

☎
23―

２
８
８
２

日
時　

12
月
８
日
㈯　

10
時
〜
11

　

時
半

会
場　

本
荘
中
央
児
童
館

内
容　

部
屋
に
飾
る
雪
だ
る
ま
作

　

り
、
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
、

　

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
の
プ
レ
ゼ

　

ン
ト

問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
中
央
児
童

　

館　

☎
22―

３
４
８
９

　

本
荘
高
校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
車
椅

子
の
方
も
入
場
で
き
ま
す
。

日
時　
12
月
19
日
㈬　

18
時
〜
19
時

会
場　

由
利
組
合
総
合
病
院
１
階

　

中
央
待
合
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先　

由
利
組
合
総
合

　

病
院　

総
務
管
理
課　

☎
27―

　

１
２
０
０

日
時
・
会
場　

12
月
17
日
㈪　

13

　

時
半
〜
14
時
半
・
紫
水
館
、
12

　

月
25
日
㈫　

13
時
半
〜
14
時
半

　

 

・
東
由
利
公
民
館

テ
ー
マ　

相
続
の
知
識
（
参
加
無

　

料
）

問
い
合
わ
せ
先　

法
務
局
本
荘
支

　

局　

☎
22―

１
２
０
０

日
時　

12
月
13
日
㈭　

13
時
半
〜

　

16
時
半

※

遅
刻
早
退
か
ま
い
ま
せ
ん

会
場　

カ
ダ
ー
レ  

和
室

対
象　

ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
人
間

　

関
係
で
足
踏
み
し
て
い
る
方

問
い
合
わ
せ
先　

三
浦
さ
ん　

☎

　

23―

２
１
９
２

広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう

ま
る
っ
と
鳥
海
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト　

14
時
〜

平成2平成24年12月１日号年12月１日号平成24年12月１日号

第
54
回
県
高
体
連
中
央
支
部
新
人
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技　

８
時
〜
17
時

総

秋
田
県
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会　

８
時
〜
18
時
総

休
館
日

カ

休
館
日

総

由
利
本
荘
中
心
市
街
地
に
ぎ
わ
い
再
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

13
時
〜
16
時
半

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
〔
男
性
編
〕　

19
時
〜
20
時
半

秋
田
県
高
校
Ｏ
Ｂ
対
抗
シ
ニ
ア
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
（
〜
９
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

８
時
〜
21
時
（
９
日
は
17
時
ま
で
） 

総 カカカ

映
画
上
映
「
お
お
か
み
こ
ど
も
の
雨
と
雪
」　

10
時
10
分
〜
12
時
７
分　

入
場
料
あ
り

映
画
上
映
「
あ
な
た
へ
」　

①
12
時
50
分
〜　

②
15
時
〜　

入
場
料
あ
り

カ
ダ
ー
レ
ワ
ー
ル
ド
ク
ッ
キ
ン
グ
「
ア
メ
リ
カ
編
」　

14
時
〜
17
時　

参
加
費
あ
り

第
26
回
本
荘
生
涯
学
習
創
作
展
（
〜
２
日
）

科
学
・
エ
コ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

８
時
〜
17
時

総 カカカカ



■
受
付
期
間

12
月
３
日
㈪
〜
平
成
25
年
１
月

25
日
㈮（
土・日
、祝
日
を
除
く
）

■
保
育
所
へ
入
所
で
き
る
基
準

　

保
育
所
へ
入
所
で
き
る
の
は
、

保
護
者
や
同
居
親
族
が
次
の
い
ず

れ
か
の
事
情
に
あ
り
、
子
ど
も
を

保
育
で
き
な
い
場
合
で
す
。

①
家
の
外
で
労
働
す
る
こ
と
を
常

　

態
と
し
て
い
る

②
家
の
中
で
子
ど
も
と
離
れ
て
日

　

常
の
家
事
以
外
の
労
働
を
す
る

　

こ
と
を
常
態
と
し
て
い
る

③
出
産
の
前
後

④
病
気
や
負
傷
、
あ
る
い
は
心
身

　

に
障
が
い
を
有
し
て
い
る

⑤
長
期
に
わ
た
り
病
気
や
心
身
に

　

障
が
い
の
あ
る
同
居
の
家
族
を

　

常
時
介
護
し
て
い
る

⑥
災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る

　
■
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

　
（
受
付
場
所
ま
た
は
各
保
育
園

　

に
あ
り
ま
す
）

①
保
育
所
入
所
申
込
書

②
60
歳
未
満
の
家
族（
Ｓ
29
・４・ 

　

２
以
降
生
ま
れ
）
が
子
ど
も
を

　

保
育
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
す

　

る
も
の
（
稼
働
証
明
書
な
ど
）

③
平
成
24
年
分
の
所
得
税
額
が
わ

　

か
る
も
の（
源
泉
徴
収
票
な
ど
）

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

　
◇
入
所
の
承
諾
は
申
し
込
み
順
で

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

の
運
搬
排
雪
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

指
定
雪
捨
て
場
は
、
本
荘
地
域
▼

旧 

国
立
療
養
所
秋
田
病
院
跡
地

（
石
脇
）、
矢
島
地
域
▼
旧
矢
島
グ

ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場（
矢
島
町
立
石
）

で
す
。

　

な
お
、
地
域
外
か
ら
や
土
石
が

混
じ
っ
た
雪
の
持
ち
込
み
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。
本
荘
、
矢
島
地
域

以
外
で
排
雪
場
所
に
お
困
り
の

場
合
は
、
お
住
ま
い
の
総
合
支
所

建
設
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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■受付場所・問い合わせ先

　子育て支援課  ☎24―６３２０
　または各総合支所市民福祉課

●
私
立
保
育
所

本　荘

本　　　荘　保育園
風　の　子　保育園
ひ　か　り　保育園
石　脇　東　保育園
石　脇　西　保育園
石　脇　北　保育園
中　　　央　保育園
子　　　吉　保育園
石　　　沢　保育園
松　ヶ　崎　保育園
小　　　友　保育園
内　　　越　保育園
清　　　徳　保育園
矢　　　島　保育園
永　　　慶　保育園
み　ど　り　保育園

22-0662
22-8885
22-0560
22-4183
22-2149
24-3622
23-1313
22-0045
29-2104
28-2054
22-3532
22-3165
22-2375
27-5656
69-3101
69-2131

矢　島

東由利

保　育　所　名 電　　話

●
公
立
保
育
所

道　　　川　保育園
亀　　　田　保育園
ゆ　　　り　保育園
岩　　　谷　保育園
下 川 大 内　保育園
上 川 大 内　保育園
西　　　目　保育園
川　　　内　保育園
直　　　根　保育園
笹　　　子　保育園

73-2202
72-2353
53-4191
65-2008
66-2111
67-2149
33-2022
57-2010
58-2151
59-2331

岩　城

由　利

大　内

西　目

鳥　海

保　育　所　名 電　　話

０

2331

除
雪
除
雪

　

冬
が
ま
た
駆
け
足
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
雪
と
の
闘
い
も
間
近
で

す
。
市
で
は
降
雪
に
よ
る
交
通
上
の
支
障
を
な
く
す
た
め
、
冬
期
の

道
路
除
雪
に
万
全
の
体
制
で
臨
み
ま
す
。
平
成
23
年
度
の
除
雪
経
費

は
７
億
８
７
０
０
万
円
。
早
朝
か
ら
の
除
雪
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

い
、
さ
ら
に
経
費
の
抑
制
を
図
る
た
め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
除
排
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ス
ム
ー
ズ
、
確
実
な
除
雪
作
業
の
た
め

こ
れ
だ
け
は
守
っ
て
く
だ
さ
い

車
道
に
は
雪
を
出
さ
な
い
！

路
上
駐
車
は
み
ん
な
の
迷
惑

玄
関
前
の
除
雪
は
各
家
庭
で

宅
地
内
の
雪
は
車
道
に

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

交
通
渋
滞
や
事
故
の
原

因
と
な
り
、
た
い
へ
ん

危
険
で
す
。

路
上
駐
車
や
故
障
車
両
の
放
置
は
、
除
雪

作
業
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
の
で
や
め
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
道
路

上
に
置
か
れ
た
鉄
板
や

ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
は
跳
ね

上
げ
る
危
険
が
あ
り
ま

す
の
で
撤
去
し
て
く
だ

さ
い
。

玄
関
先
や
車
庫
か
ら
道
路
へ
出
る
間
口
の

確
保
は
、
各
家
庭
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

流
雪
溝
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

流
雪
溝
を
利
用
す
る
時
は
、
必
ず
時
刻
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
流
雪
溝
で
な

い
水
路
な
ど
に
は
雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ

さ
い
。
道
路
に
水
が
あ
ふ
れ
る
と
凍
結
や

浸
水
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

県
内
一
広
い
面
積
を
持
つ
本
市

の
除
雪
路
線
は
２
７
７
１
路
線
、

１
３
０
０
㌔
。
市
の
除
雪
機
械
１

２
３
台
、
民
間
か
ら
の
借
り
上
げ

１
２
０
台
で
、
19
箇
所
の
出
動
拠

点
か
ら
遅
く
と
も
午
前
３
時
に
は

ス
タ
ー
ト
し
、
朝
７
時
ま
で
の
作

業
完
了
を
目
指
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
積
雪
量
が
沿
岸
部
で

50
㌢
以
上
、
内
陸
部
で
１
２
０
㌢

以
上
に
な
っ
た
場
合
、直
ち
に「
道

路
雪
害
対
策
本
部
」
を
設
置
し
ま

す
。
対
策
本
部
で
は
道
路
の
交
通

確
保
の
た
め
、
各
総
合
支
所
の
連

絡
を
強
化
し
、
相
互
の
応
援
体
制

を
整
え
て
対
処
し
ま
す
。

　

除
雪
車
は
前
進
と
後
退
を
繰
り

返
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
ま
す
。

作
業
中
は
危
険
で
す
の
で
、
む
や

み
に
接
近
せ
ず
、
係
員
の
合
図
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　　

本
荘
、
矢
島
地
域
に
は
市
指
定

の
雪
捨
て
場
が
あ
り
ま
す
。
屋
根

の
雪
や
宅
地
内
で
排
雪
場
が
な
い

場
合
は
、
ダ
ン
プ
・
ト
ラ
ッ
ク
で

排
雪
は
「
指
定
雪
捨
て
場
」へ

１
３
０
０
㌔
を
迅
速
に
除
雪

地　域・所管課

■問い合わせ先

建設部建設管理課

各総合支所建設課

24-6341
55-4955
73-2015
53-2115
65-2802
69-2115
33-4616
57-2204

24-3321
55-4955
73-2011
53-2111
65-2211
69-2110
33-2211
57-2201

本　　荘
矢　　島
岩　　城
由　　利
大　　内
東 由 利
西　　目
鳥　　海

地　域 車　道

■地域ごとの除雪延長（㎞）

323.1
111.3
100.8
105.9
177.3
158.4
85.4
148.9
1,211.1

344.7
122.7
113.8
115.2
184.2
178.5
92.7
148.9
1,300.7

21.6
11.4
13.0
9.3
6.9
20.1
7.3

89.6

本　　荘
矢　　島
岩　　城
由　　利
大　　内
東 由 利
西　　目
鳥　　海
合　　計

歩  道 計



　

職
業
能
力
開
発
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
技
能
者
の
地
位
向

上
を
図
ろ
う
と
11
月
14
日
、
秋

田
市
文
化
会
館
で
第
44
回
県
職

業
能
力
開
発
促
進
大
会
が
開
催

さ
れ
、
本
市
の
太
田
久
和
さ
ん

（
50
歳
・
鳥
海
町
上
笹
子
）
が

優
良
技
能
者
と
し
て
、
堀
内
和

夫
さ
ん
（
64
歳
・
石
脇
）
が
職

業
能
力
開
発
功
労
者
と
し
て
県

知
事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
太

田
さ
ん
は
施
工
管
理
・
品
質
管

理
な
ど
を
熟
知
し
、
施
工
の
合

理
化
に
努
め
塗
装
技
術
の
向
上

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
堀

内
さ
ん
は
長
年
に
わ
た
り
認
定

職
業
訓
練
団
体
の
役
員
と
し
て

技
能
者
の
育
成
・
技
術
の
向
上

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
荘
法
人
会
（
齋
藤
銑
四
郎

会
長
）
が
、
矢
島
中
学
校
、
由

利
中
学
校
、
鳥
海
中
学
校
の
３

校
に
環
境
に
関
す
る
図
書
を
寄

贈
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
同

会
が
平
成
10
年
度
か
ら
毎
年
度

実
施
し
て
い
る
社
会
貢
献
活
動

の一
環
で
、
同
会
で
は
こ
れ
ま
で

管
内
（
本
市
と
に
か
ほ
市
）
の

中
学
校
に
２
１
０
０
冊
を
超
え

る
図
書
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
14
日
、
同
会
青
年
部
会

の
菊
地
長
司
部
会
長
ら
が
佐
々

田
教
育
長
を
訪
れ
、
図
書
を
手

渡
し
ま
し
た
。
佐
々
田
教
育
長

は
「
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、

原
子
力
や
資
源
、
汚
染
と
い
っ

た
環
境
の
分
野
に
目
が
向
い
て

い
る
。
図
書
に
対
す
る
関
心
や

意
欲
も
高
ま
っ
て
お
り
、
タ
イ

ム
リ
ー
な
図
書
を
い
た
だ
き
、

大
変
あ
り
が
た
い
」
と
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………
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統
計
調
査
表
彰

受賞を喜ぶ太田さん（写真左）と堀内さん

長谷部市長に報告する打矢さん

　

統
計
調
査
に
か
か
る
功
績
や
協

力
が
認
め
ら
れ
、
次
の
個
人
・
団

体
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

■
総
務
大
臣
表
彰

打
矢
洋
介
さ
ん
（
64
歳
・
石
脇
）

　

労
働
力
調
査
な
ど
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

■
経
済
産
業
省
感
謝
状

▼
岩
渕
エ
ミ
子
さ
ん
（
62
歳
・
大

鍬
町
）　

▼
佐
藤
久
幸
さ
ん
（
60

歳
・
鳥
海
町
伏
見
）　

▼
佐
藤
喜

代
士
さ
ん
（
76
歳
・
土
倉
）

■
県
知
事
表
彰

▼
富
樫
悦
子
さ
ん（
68
歳
・
石
脇
）

▼
三
浦
勵
さ
ん（
63
歳
・
八
幡
下
）

▼
伊
藤
ル
リ
子
さ
ん
（
58
歳
・
雪

車
町
）　

▼
打
矢
信
子
さ
ん
（
62

歳
・
石
脇
）

■
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

東
北
日
本
電
算
サ
ン
キ
ョ
ー
株
式

会
社
（
大
浦
）

　

毎
月
勤
労
統
計
調
査
指
定
事
業

所
と
し
て
協
力
さ
れ
ま
し
た
。

由
利
高
校
バ
レ
ー
部  

選
手
権
Ｖ
２
（
２
年
連
続
24
度
目
）

粘
り
の
バ
レ
ー
で
ベ
ス
ト
８
目
指
す

〈
春
高
バ
レ
ー
〉
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校
選
手
権
大
会

　

第
65
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
高
校
選
手
権
大
会
秋
田
県
大

会
（
主
催
／
秋
田
県
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
協
会
ほ
か
）
の
決
勝
戦
が

10
月
26
日
、
秋
田
市
立
体
育
館

で
行
わ
れ
、
由
利
高
校
が
和
洋

高
校
を
３
|
０
の
ス
ト
レ
ー
ト

で
破
り
来
年
１
月
５
日
か
ら
さ
い

た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
な
ど
で

開
催
さ
れ
る
春
高
バ
レ
ー
へ
２
年

連
続
で
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

２
年
連
続
の
大
舞
台
を
前
に
菅

原
清
監
督
は
「
昨
年
は
ベ
ス
ト
16

と
い
う
結
果
で
し
た
が
、
今
回
は

ベ
ス
ト
８
を

目
標
に
し
て

い
ま
す
」
と
、

齋
藤
加
奈
子

主
将
は
「
県

大
会
で
は
由

利
の
伝
統
あ

る
粘
り
の
バ

レ
ー
に
加
え

て
ブ
ロ
ッ
ク

の
強
化
を
図

っ
た
こ
と
が

う
ま
く
か
み

合
っ
て
、
い

い
試
合
が
で

き
ま
し
た
。

全
国
で
は
ベ

ス
ト
８
以
上

を
目
標
に
頑

張
っ
て
き
ま

す
」
と
力
を

込
め
ま
し
た
。

太
田
さ
ん
と
堀
内
さ
ん
が
県
知
事
表
彰

県
職
業
能
力
開
発
促
進
大
会

環
境
に
関
す
る
図
書
を
市
内
３
中
学
校
へ

本
荘
法
人
会

統
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暖
か
い
環
境
と
寒
い
環
境
を
移

動
し
た
と
き
に
生
じ
る
温
度
差
に

よ
っ
て
、体
が
受
け
る
影
響
の
こ
と
。

　

10
℃
以
上
の
急
激
な
温
度
変
化

に
よ
っ
て
血
圧
は
急
上
昇
・
急
下

降
し
、
心
臓
に
大
き
な
負
担
が
か

か
り
ま
す
。

　

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
は
冬
場
に
多

い
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、

特
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
が
一
番
多
い

場
所
は
浴
室
。
ト
イ
レ
、
洗
面
所

（
脱
衣
室
）
な
ど
で
も
発
生
し
、

意
識
が
な
か
っ
た
り
、
心
肺
停
止

状
態
で
救
急
搬
送
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
意
識
を

失
い
浴
槽
で
溺
れ
て
い
た
と
い
う

事
例
も
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

温
度
差
に
よ
っ
て
起
こ
る
こ
と

か
ら
、
暖
房
の
効
い
た
部
屋
か
ら

廊
下
や
ト
イ
レ
に
移
動
し
た
と
き
、

暖
か
い
と
こ
ろ
か
ら
屋
外
へ
出
た

と
き
な
ど
に
も
発
生
し
ま
す
。

　

昨
年
一
年
間
に
、
市
内
で
浴
室

か
ら
救
急
搬
送
さ
れ
た
人
は
46
人

で
、
こ
の
う
ち
65
歳
以
上
は
35
人
、

全
体
の
76
％
を
占
め
ま
す
。

　

ま
た
、
発
生
す
る
時
期
は
、
11

月
か
ら
増
え
始
め
、
最
も
搬
送
さ

れ
る
人
が
多
い
の
が
１
月
。
寒
い

時
期
に
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

入
浴
中
に
血
圧
は
上
昇
・
下
降

を
繰
り
返
し
ま
す
（
下
図
）。

　

若
い
人
で
も
20
㎜
Hg
ほ
ど
、
健

康
な
高
齢
者
で
50
㎜
Hg
ほ
ど
の
血

圧
変
動
を
起
こ
し
ま
す
。

　

高
齢
者
や
持
病
が
あ
る
方
は
体

へ
の
負
担
が
大
き
く
、
脳
梗
塞
や

脳
出
血
、
心
筋
梗
塞
、
意
識
消
失
、

溺
水
・
溺
死
に
つ
な
が
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　全国で年間14,000人と推定される入浴中の急死。そのうち約８割が高齢者だといわれて
います。平成23年の交通事故による死亡者は全国で4,612人。交通事故の３倍もの人が入浴
中に亡くなっています。
　寒い時期は、血圧の変動が大きくなることから注意が必要。入浴習慣を見直しましょう！

血圧変化

血圧変化
の理由　

血圧変動

― 上　 昇 上　 昇 上昇⇒下降 上　 昇 下　 降 上　 昇

行　　動

暖かい室内
で過ごす　

脱衣室へ入る
脱　　衣 浴室へ入る 浴槽へ入る 体、髪を洗う 浴槽へ入る 浴室から出る

着　　衣

●寒い脱衣室
　に入り、服
　を脱ぐため
　体を動かす
　ので、血圧
　は上昇する。

●寒いところ
　に入るので
　血圧は上昇
　する。

●熱い浴槽に
　入ることで、
　血圧は上昇。
　さらに水圧
　の影響で心
　臓への負担
　が大きくな
　り、血圧は
　上昇。
　　　↓
●体が温まり、
　血管が広が
　る。血の流
　れがよくな
　るので、血
　圧は下降す
　る。

●体を動かす
　ため、血圧
　は上昇する。

●体が温まり、
　血管が広が
　るため、血
　の流れがよ
　くなり、血
　圧が下降す
　る。

●温まった体
　が急に寒い
　脱衣室に入
　るため、血
　管が収縮し
　血圧は上昇
　する。
●服を着るた
　め体を動か
　すので、血
　圧は上昇す
　る。
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①シャワーを使用して浴槽にお湯をためる
　シャワーで高い位置から浴槽にお湯をためることで、
浴室内全体を温めることができ、浴室温度が15分間で
10℃上昇するといわれています。

②脱衣室と浴室を十分暖かくしておく
　脱衣室への暖房器具の設置が効果的。 浴槽にお湯がた
まっている場合には、入浴前に浴槽のふたを開けておく
ことで浴室の温度を上昇させることができます。
　 入浴時にシャワーで洗い場を流したり、浴室の床に
マットを敷くことも有効です。

③高齢者や高血圧の人は一番風呂を避ける　
　一番風呂はまだ浴室が温まっていないので、ヒート
ショックになりやすくなります。 家族が入ったあとの浴
室内が温まったときに入浴するようにしましょう。

④入浴前後に水分を補給する
　入浴による発汗で体内の水分が失われてしまうことを
防ぎます。

⑤全身浴よりも半身浴
　浴槽で体が受ける水圧は、高血圧や心臓の弱い方、高
齢者にとって、かなりの負担となります。肩まででなく、
胸の下まで漬かるようにしましょう。

⑥かけ湯で体をならす
　いきなり浴槽に飛び込むのは、危険です。心臓から遠
い足からかけ湯をしましょう。

⑦お湯の温度はぬるめに設定を
　温度が高いお湯に漬かると、血圧の変動が大きくなり
ます。41℃以下のぬるめのお湯で、５分以上の長湯は
しないようにしましょう。

●このほか、浴槽から立ち上がるときなど、１つ１つの
　動作はゆっくり行いましょう。また、湯上がりは、立
　ちくらみしやすいので、体は座って拭きましょう。
●また、体調が悪いとき、食後すぐや飲酒後の入浴は避
　けましょう。

□　

65
歳
以
上
で
あ
る

□　

高
血
圧
や
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
な
ど
の
持
病
が
あ
る

□　

肥
満
気
味

□　

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
な
ど
の
呼
吸
に
関
連
す
る
疾
患
が
あ
る

□　

不
整
脈
や
心
臓
疾
患
が
あ
る

□　

脳
梗
塞
・
脳
出
血
の
既
往
が
あ
る

□　

自
宅
の
浴
室
、
脱
衣
室
、
ト
イ
レ
な
ど
に
暖
房
設
備
が
な
い

□　

42
℃
以
上
の
熱
い
お
風
呂
に
入
る

□　

食
事
直
後
や
飲
酒
後
に
お
風
呂
に
入
る
こ
と
が
あ
る

□　

入
浴
時
は
首
や
肩
ま
で
漬
か
る

□　

一
番
風
呂
に
入
る

平成24年12月１日号 広報ゆりほんじょう

　

住
宅
に
関
わ
る
不
慮
の
事
故
死

の
中
で
、
高
齢
者
の
浴
室
で
の
事

故
死
が
圧
倒
的
に
多
く
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
溺
死
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
は
、
血
液
の
循
環
調
整

機
能
が
低
下
し
、
ま
た
血
管
が
も

ろ
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
血
圧
変

動
に
伴
う
リ
ス
ク
が
大
き
く
な
り
、

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け

や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
体
力
の
低
下
の
ほ
か
、

感
覚
も
低
下
し
、熱
い
お
湯
を〝
熱

い
〞
と
感
じ
づ
ら
く
な
り
ま
す
。

　

入
浴
時
間
が
長
く
な
る
と
、
意

識
が
低
下
し
、
湯
あ
た
り
し
た
り
、

の
ぼ
せ
た
り
す
る
場
合
も
あ
り
、

高
齢
者
が
入
浴
中
に
湯
あ
た
り
す

れ
ば
、
意
識
を
失
い
、
倒
れ
て
頭

を
打
っ
た
り
、
溺
れ
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

特
に
、
危
険
の
多
い
浴
室
や
脱

衣
室
を
暖
か
く
し
て
〝
温
度
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
〞
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。
そ
の
た
め
に
は
、
暖
房
器
具

の
設
置
が
効
果
的
で
す
。（
参
考
・

下
写
真
）

　

慌
て
ず
に
、
次
の
こ
と
を
迅
速

に
行
い
ま
し
ょ
う
。

①
入
浴
中
に
、
意
識
を
失
う
な
ど

　

異
常
を
発
見
し
た
ら
、
顎
を
お

　

風
呂
の
ふ
た
や
浴
槽
の
へ
り
に

　

乗
せ
て
、
溺
れ
な
い
よ
う
に
す

　

る
。

②
浴
槽
の
栓
を
抜
く
。

◆
家
の
中
に
家
族
が
い
る
場
合
は
、

　

大
声
で
呼
び
、
助
け
を
求
め
る
。

③
救
急
要
請
（
１
１
９
番
通
報
）。

④
力
が
あ
れ
ば
、
身
体
を
引
き
上

　

げ
、
浴
槽
か
ら
出
す
。

⑤
呼
吸
を
確
認
し
、
呼
吸
が
な
い

　

場
合
は
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

　

人
工
呼
吸
な
ど
の
蘇
生
法
を
行

　

う
。

◆
タ
オ
ル
や
毛
布
で
体
を
温
め
る
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

▽
健
康
管
理
課

　
　
　
　
　
　

☎
22
―
１
８
３
４

　

▽
消
防
本
部　
救
急
課

　
　
　
　
　
　

☎
22
―
４
２
８
２

　

高
齢
者
が
一
人
で
入
浴
す
る
場

合
に
は
、
家
族
に
一
声
掛
け
て
か

ら
入
浴
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
周
り
の
人
は
、
時
々
声
を

掛
け
て
様
子
を
み
る
な
ど
、
見
守

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

熱
い
お
湯
に
、
肩
や
首
ま
で
漬

か
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
熱
い
お
湯

で
温
ま
ら
な
い
と
お
風
呂
に
入
っ

た
気
が
し
な
い
と
い
う
方
、
要
注

意
で
す
。
日
本
人
の
入
浴
習
慣
が
、

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
し
や
す

く
し
ま
す
。

　

日
本
人
の
お
湯
の
温
度
の
平
均

は
、
夏
は
38
℃
、
冬
は
42
・
３
℃

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
温
度
計
を

活
用
す
る
な
ど
し
て
、
41
℃
以
下

の
入
浴
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

お
湯
に
漬
か
る
時
間
を
短
く
し
、

心
臓
へ
の
負
担
を
減
ら
す
な
ど
、

脈
拍
が
上
昇
し
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

　　

リ
ビ
ン
グ
や
寝
室
な
ど
、
部
屋

は
暖
か
い
け
れ
ど
、
廊
下
や
ト
イ

レ
な
ど
、
部
屋
を
一
歩
出
る
と
寒

い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

温
度
差
が
原
因
の
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ

ク
。
予
防
す
る
た
め
に
は
、
家
の

中
の
温
度
差
を
少
な
く
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

出
典
・
参
考　
　
　
　
　
　

日
本
ガ
ス
協
会
Ｈ
Ｐ
ほ
か

▲脱衣室用暖房機

▲浴室暖房機

▲パネルヒーター
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10月２日㈫

３日㈬

４日㈭

６日㈯

７日㈰

９日㈫
11日㈭
12日㈮

13日㈯

14日㈰
15日㈪～
20日㈯

市老人クラブ大会
県市長会定例会（湯沢市）
県建設部長へ要望（秋田市）
市農政振興懇談会・懇親会
石油資源開発㈱シェールオイル採掘現場視察
水林球場・消防庁舎建設予定地現場視察
本荘高等学校創立110周年記念式典
岩谷町球技大会開会式
本荘地区（東部・中央・西部地区）敬老会
五役・総合支所長会議
安全･安心まちづくりフォーラム in 由利本荘
西目高等学校創立70周年記念式典
㈱トリネックス秋田工場　修祓式・開所式・工場見学
由利工業高等学校創立50周年記念式典
松美町公民館改修工事竣工に伴う完成祝賀会

韓国・台湾　観光トップセールス

22日㈪

23日㈫

24日㈬

25日㈭

26日㈮～
29日㈪
30日㈫

31日㈬

五役・部長会議
市青少年問題協議会
㈱タカヤナギより寄附金贈呈式
子吉財産区議会定例会
市商工業振興懇談会・懇親会
東北市長会総会・分科会・研究会
（視察）・懇親会（宮城県多賀城市）
多賀城市との災害時相互援助協定締結式
（宮城県多賀城市）

市由利原浄水場建設事業竣工通水式・竣工式・祝賀会

全国和牛能力共進会（長崎県佐世保市）及び畜産施
設視察（長崎県壱岐市）
水林球場視察

岩城・松ヶ崎統合小学校建設事業安全祈願祭・起工式

全国農業担い手サミット in あきた（秋田市）

通水ボタンを押し由利原浄水場へ
水の引き込みがスタート（25日）

支出額件　　　数
合　計 40,000２　　　件

支出日 支出額支　　出　　内　　容
10月３日　

５～７日　

５日　

６日　

７日　

10日　

11日　

13日　

14日　

15～20日　

17～18日　

17日　

18日　

19日　

21日　

6,000

6,300

3,000

7,000

5,000

3,386

5,000

24,465

5,000

3,380

6,900

27,033

10,000

5,000

3,000

6,000

3,000

5,000

市農政振興懇談会懇親会会費
矢島小学校・香川県高松市立新番丁小学校学
校交流時特産品お土産（矢島小学校長訪問）
「Ｐ＆Ｇミュラーにしめ」創立15周年記念感
謝祭会費（　石川副市長）
東京スカイツリーでの観光ＰＲ　視察時特産
品お土産（　藤原副市長訪問）
児水会展レセプションへ寸志（　教育長）
本荘地区（東部・中央・西部地区）敬老会へ
御祝い
全県選抜600歳野球大会第15回記念大会懇談
会へ寸志（　企業管理者）
東京証券取引所「東証上場の森」植樹祭来訪
時特産品お土産
㈱トリネックス秋田工場開所式懇親会へ寸志
（　商工観光部長）
大鍬町敬老会へ寸志（　市民福祉部長）
松美町公民館改修工事竣工に伴う完成祝賀会
へ御祝い
韓国・台湾観光トップセールス時特産品お土産
全国史跡整備市町村協議会大会・エクスカー
ション参加費（　教育長）
「秋田ＤＣ」全国宣伝販売促進会議歓迎レセ
プション会費（　藤原副市長）
本荘地域町内会長協議会視察研修会懇親交流
会会費（　石川副市長）
秋田ＤＣ全国宣伝販売促進会議参加者歓迎レ
セプション会費（　藤原副市長）
齋藤憲三先生・山﨑貞一先生を偲ぶ会懇親会
会費（　石川副市長）
露国遭難漁民慰霊碑建立20周年記念慰霊祭
ご遺族歓迎会会費（　教育長）

21日　
22日　

23日　

24日　

25日　

26日　

27日　

28日　

29日　

30日　

31日　

合　計

30,000
5,070

3,000

9,975

6,000
5,000

5,000

2,000

3,000

5,000

12,000

9,030

3,360

5,000

3,348

6,000

247,247

東京大内会総会懇親会へ寸志（　石川副市長）
市商工業振興懇談会懇親会へ寸志
社会福祉法人岩城愛生会障害者支援施設
「はまなす園」開設20周年記念祝賀会会費
（　藤原副市長）

多賀城市との災害時相互援助協定締結式特産
品お土産
市由利原浄水場建設事業竣工祝賀会会費
全国和牛能力共進会懇親会会費
佐久市農業祭「友好都市物産と観光展」参加
時お土産（　矢島支所長）
日沿道（金浦～仁賀保間）開通記念祝賀会会
費（　企画調整部長）
川内小学校閉校記念思い出を語る会会費
（　藤原副市長）
㈳県建築士会青年大会懇親会へ寸志
（　石川副市長）
全国和牛能力共進会　ＪＡ・由利本荘市出品
者との懇親会会費（6,000円×２人）
畜産先進地　壱岐市視察時特産品お土産
由利少年剣道錬成大会懇親会へ寸志
（　由利支所長）
うごしんクラブ例会懇親会へ寸志
（　企業管理者）
「佐々木誠一郎杯」争奪由利本荘地区測量競
技大会懇親会へ寸志（　西目支所長）
全国農業担い手サミット in あきた由利地域
情報交換会会費（　藤原副市長）

34　　　件

（円）
支出日 支出額支　　出　　内　　容
10月３日　

25日　

合　計

12,000

12,000

24,000

市農政振興懇談会懇親会会費（両副市長出席）
市由利原浄水場建設事業竣工祝賀会会費
（両副市長出席）

２　　　件

平成24年12月１日号 広報ゆりほんじょう

（
旧
）
解
熱
後
２
日

（
新
）
発
症
後
５
日
か
つ
解
熱
後
２
日

　
　
　
　

※
幼
児
…
発
症
後
５
日
か
つ
解
熱
後
３
日

　

発
熱
な
ど
の
症
状
が
な
く
な
っ
て
も
、
ウ
イ
ル
ス
の
排
出
は
続
い

て
い
ま
す
。
周
り
へ
の
感
染
を
広
げ
な
い
た
め
に
、
し
っ
か
り
休
ん

で
治
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
各
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

す
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

高
齢
者
や
乳
幼
児
は
重
症
化

し
や
す
い
の
で
特
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
！

　

市
で
は
、
12
月
中
旬
ま
で

の
予
防
接
種
を
お
勧
め
し
て

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
22
―
1
8
3
4

▷問い合わせ先…本荘由利広域休日
　応急診療所（☎24－3917）、平日
　は本荘保健センター（☎22－1834）

【持ち物】保険証、お薬手帳
※当番医師は変更になる場合もあります

日 医　師　名
２日㈰
９日㈰
16日㈰
23日㈰
24日㈪
30日㈰

嵯　峨　泰　治
前　原　巳知夫
佐　藤　省　子
矢　崎　憲　二
松　田　武　文
山　田　暢　夫

【持ち物】母子健康手帳・アンケート票・バスタオル　　★お住まいの地域で受診してください
※３歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査を行ってきてください
※本荘地域と西目地域の７カ月児健診は、個別健診となります
※当日受診できない場合や不明な点は当該地域の保健センターまたは市民福祉課へご相談ください

実施日 対象地域 事　業　名 対　　　象　　　者 受付時間 実施場所
４日㈫

５日㈬

13日㈭
17日㈪
18日㈫
19日㈬
21日㈮

25日㈫

26日㈬

由利・東由利
岩城・大内
矢島・鳥海
岩城・大内
本荘・西目
本荘・西目
本荘・西目
矢島・鳥海
本荘・西目
由利・東由利
本荘・西目

３歳児健診
４・７・10カ月児健診
１歳６カ月児健診
３歳児健診
２歳児歯科健診
10カ月児健診
１歳６カ月児健診
４・７・10カ月児健診
４カ月児健診
４・７・10カ月児健診
３歳児健診

H21年４月～６月生まれ
H24年１月・４月・７月生まれ
H23年３月～５月生まれ
H21年４月～６月生まれ
H22年９月生まれ
H24年２月生まれ
H23年５月生まれ
H24年２月・５月・８月生まれ
H24年８月生まれ
H24年２月・５月・８月生まれ
H21年６月生まれ

13：00～13：15
13：00～13：15
13：00～13：15
13：00～13：15
13：00～13：30
13：00～13：30
13：00～13：30
13：00～13：15
13：00～13：30
13：00～13：15
13：00～13：30

由利福祉保健センター
岩城保健センター
矢島保健センター
岩城保健センター
本荘保健センター
本荘保健センター
本荘保健センター
矢島保健センター
本荘保健センター
由利福祉保健センター
本荘保健センター

※成分献血は１時間ほどかかります。事前に予約をお願いします
※問い合わせは、当該地域の保健センターまたは市民福祉課へお願いします

日 実　施　場　所受付時間 備　 考

３日㈪

13日㈭

18日㈫

25日㈫

秋田ルビコン㈱
大東精機㈱
東由利総合支所
磐田電工㈱秋田工場
岩城会館
国立病院機構あきた病院

由利本荘市役所

由利地域振興局
本荘第一病院

10：00～11：30
13：00～14：00
14：30～16：00
　9：00～12：00
13：30～14：30
15：00～16：30
10：00～12：00
13：00～16：30
10：00～11：20
15：00～16：30

全血献血

全血献血

成分献血

全血献血

日時・内容　12月12日㈬
　●健康相談・血圧測定
　　午前９時30分～10時
　●温泉でできる健康づくり
　　10時～11時（タオル持参）
会場　鶴舞温泉中広間
問い合わせ先（申し込み不要）
　本荘保健センター☎22－1834

①手洗い・うがいをしっかりと
②人ごみへの外出は避ける
　（外出する時は、マスク着用）
③加湿器や水分摂取で乾燥
　を防ぐ
④部屋をよく換気する
⑤栄養と睡眠を
　十分にとる
⑥流行前に予防
　接種を受ける
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布川　健人ちゃん（恵美さん）西小人町

佐々木　誉ちゃん（大輔さん）石脇

髙橋　祐希ちゃん（剛士さん）石脇

高沢　らんちゃん（　稔　さん）船ヶ台

伊藤　恋華ちゃん（光樹さん）石脇

佐藤　颯哉ちゃん（洋伸さん）石脇

土田　　凌ちゃん（和弘さん）船ヶ台

有馬　和葉ちゃん（祐平さん）石脇

鷹島慶次朗ちゃん（　朗　さん）東梵天

小野　　育ちゃん（広道さん）石脇

山内　絢仁ちゃん（克明さん）大鍬町

小野鼓太朗ちゃん（博章さん）土谷

伊藤　仁汰ちゃん（知広さん）表尾崎町

渡邊　　誠ちゃん（　祐　さん）川口

高野　蒼空ちゃん（広明さん）赤田

髙柳　凰愛ちゃん（悟司さん）二番堰

富樫　大夢ちゃん（大樹さん）矢島町七日町

樋渡　　愛ちゃん（洋文さん）岩城二古

畠山　椛菜ちゃん（優太さん）吉沢

佐藤　湊太ちゃん（嘉一さん）曲沢

　　けん　と

　　　　ほまれ

　　ゆう　き

　　れん　か

　　たつ　き

　　　　りょう

　　かず　は

けい　じ　ろう

　　　　いく

　　あや　と

　こ　た　ろう

　　じん　た

　　　　せい

　　　そ　ら

　　おう　み

　　ひろ　む

　　　　あい

　　　は　な

　　そう　た

塩崎　颯真ちゃん（貴博さん）前郷

佐藤　里桜ちゃん（大樹さん）葛岡

佐藤　煌希ちゃん（　斉　さん）岩谷町

三森　　雅ちゃん（圭介さん）長坂

畠山　　愛ちゃん（忠志さん）東由利老方

釡台　笑那ちゃん（修義さん）西目町出戸

土田　祐誠ちゃん（泰弘さん）鳥海町下直根

佐藤　実結ちゃん（義彦さん）鳥海町下川内

　　そう　ま

　　　り　おう

　　こう　き

　　　　みやび

　　　　あい

　　　え　な

　　ゆうせい

　　　み　ゆ

◆
朝
、
５
時
す
ぎ
に
起
き
て
い

た
の
に
、
今
は
暗
く
て
寒
く
て

６
時
ご
ろ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

朝
、
起
き
れ
な
い
よ
〜
。
朝
晩

寒
い
け
ど
、
か
ぜ
ひ
か
な
い
よ

う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

（
佐
藤
さ
ん
・
20
代
・　
　

本
荘
地
域
）

◆
我
が
家
で
は
干
し
柿
を
作
り

始
め
ま
し
た
。
去
年
か
ら
始
め

た
の
で
す
が
、
今
年
は
去
年
の

何
倍
も
の
量
を
つ
る
し
ま
し
た
。

柿
の
玉
の
、
の
れ
ん
？
も
風
情

が
あ
る
も
の
で
す
。
で
き
あ
が

る
の
が
、
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

（
荘
司
さ
ん
・
60
代
・　
　

西
目
地
域
）

◆
道
路
に
木
々
か
ら
落
ち
た

葉
っ
ぱ
が
、
い
っ
ぱ
い
風
と
一

緒
に
一
列
に
な
っ
て
カ
サ
カ
サ

と
。
３
歳
に
な
っ
た
孫
が
何
こ

れ…

、
こ
わ
ご
わ
そ
う
に
黙
り

込
ん
で
見
て
い
ま
し
た
。

（
鈴
木
さ
ん
・
60
代
・　
　

東
由
利
地
域
）

◆
「
カ
ゼ
ひ
い
ち
ゃ
っ
た
」
と

い
う
声
を
聞
く
こ
と
が
多
く
な

る
時
季
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
カ
ゼ
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
に
は
〝
お
口
を
カ

バ
ー
〞〝
お
手
々
を
洗
い
ク
マ
〞

で
す
ね
。
孫
た
ち
に
も
言
い
聞

か
せ
て
い
ま
す
。

（
畑
山
さ
ん
・
60
代
・　
　

東
由
利
地
域
）

◆
本
荘
に
10
年
い
ま
し
た
が
、

仕
事
の
都
合
に
よ
り
転
出
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
県
外
か

ら
来
て
、
地
域
の
こ
と
が
わ
か

ら
な
か
っ
た
の
で
、
広
報
は
と

て
も
良
く
活
用
し
ま
し
た
。
広

報
に
載
る
イ
ベ
ン
ト
―
冬
は
由

利
原
で
雪
遊
び
、
県
立
大
で
ミ

ニ
か
ま
く
ら
作
り
、
春
に
は
本

荘
公
園
で
花
見
を
し
た
り
、
夏

に
は
田
ん
ぼ
で
ワ
ー
泥
カ
ッ

プ
・
本
荘
マ
リ
ー
ナ
・
菖
蒲
カ
ー

ニ
バ
ル
、秋
に
は
米
ま
つ
り
な
ど
、

と
て
も
楽
し
い
思
い
出
が
作
れ

ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
荘
に
は
他

の
地
域
に
は
な
い
、
良
い
と
こ

ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま

す
。（
今
村
さ
ん
・
本
荘
地
域
）

◆
「
笑
売
繁
盛
！
」
の
「
リ
ス

ト
ラ
ン
テ
・
ク
ロ
」
を
見
て
、

結
婚
す
る
前
に
夫
と
ク
リ
ス
マ

ス
に
コ
ー
ス
料
理
を
食
べ
に

行
っ
て
、
お
い
し
か
っ
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
今
は
育

児
で
忙
し
い
の
で
子
ど
も
た
ち

が
も
う
少
し
大
き
く
な
っ
た
ら

家
族
で
ク
リ
ス
マ
ス
に
行
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
伊
藤
さ
ん
・
30
代
・　
　

本
荘
地
域
）

………………………………………………  

広
報
課
よ
り

　

「
熱
い
湯
が
好
き
、
肩
ま

で
漬
か
る
、
脱
衣
室
・
浴
室

が
寒
い
」
こ
ん
な
方
、
危
険

で
す
。
心
臓
が
ド
キ
ド
キ
、

頭
が
ク
ラ
ク
ラ
、
体
が
ゾ
ク

ゾ
ク
・
ブ
ル
ブ
ル…

、
こ
れ

ら
は
血
圧
変
動
を
表
す
サ
イ

ン
。
冬
の
大
敵
・
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
は
、
ち
ょ
っ
と
し

た
工
夫
と
心
掛
け
で
予
防
で

き
ま
す
（
17
〜
19
㌻
参
照
）。

入
浴
習
慣
を
見
直
し
ま
せ
ん

か
―
。

　石橋ミヨヱさん（大正
元年11月12日生まれ・
石脇）に、市から賀詞と
長寿祝い金が贈呈されま
した。
　どうぞこれからもお元
気でお過ごしください。

佐藤　一敏さん
（石脇・65歳）

小松　征一さん
（柳生・68歳）

藤原　　潤さん
（石脇・51歳）

佐々木チヨさん
（親川・93歳）

田口修太郎さん
（御門・64歳）

猪股　良七さん
（館・86歳）

佐藤　勇太さん
（裏尾崎町・82歳）

井島　昭子さん
（鮎瀬・78歳）

齋藤キクノさん
（水林・90歳）

佐藤　熊吉さん
（二番堰・87歳）

村井　一雄さん
（石脇・87歳）

齊藤　義雄さん
（一番堰・78歳）

村山　サヱさん
（石脇・80歳）

三浦　周一さん
（矢島町川辺・88歳）

佐藤　リヨさん
（矢島町元町・82歳）

村上　ツヨさん
（矢島町七日町・92歳）

今野　リイさん
（矢島町七日町・80歳）
佐藤　　敏さん
（矢島町荒沢・62歳）

三浦國治郎さん
（矢島町木在・90歳）

佐々木ミエさん
（岩城亀田大町・92歳）
寺田ミヨ子さん

（岩城勝手・61歳）
土田　忠治さん

（山本・82歳）
柴田キヨコさん

（川西・92歳）
小笠原ツタ子さん

（及位・82歳）

木原　　清さん
（高尾・86歳）

佐々木金三さん
（中田代・82歳）

齋藤　辻子さん
（西目町沼田・77歳）

佐藤　勇男さん
（西目町海士剝・71歳）
佐々木順治さん
（西目町沼田・82歳）

園邊　傳一さん
（鳥海町下笹子・80歳）
眞坂　スワさん
（鳥海町下直根・84歳）
眞坂　明保さん
（鳥海町猿倉・85歳）

梶原　貞雄さん
（鳥海町下笹子・82歳）
眞坂　重孝さん
（鳥海町下川内・63歳）
佐藤　正吉さん
（鳥海町上笹子・92歳）
柴田　和德さん
（鳥海町下川内・52歳）

●主な内容
　 ▽童話絵本作家（故）高橋宏幸さん（東由利出身）の原画展示
　 ▽本を読んだ感想文や感想画を全国から募集・表彰
　　上位賞の感想文・感想画の展示・冊子の作成

日時　10月16日㈭～23日㈭
会場　カダーレ

●主な内容
　 ▽教員・生徒による実験・ものづくり展ブースの設置
　 ▽理科研究発表会　　 ▽著名人による実験ショー
　 ▽由利本荘市らしさのある企画
　　（鳥海山のスライド上映、植物などの展示）

日時　11月１日㈯・２日㈰
会場　市総合体育館、カダーレ

●主な内容
　 ▽アマチュア・プロの団体による公演
　　（現代人形劇・伝統人形芝居）
　 ▽記念作品制作・発表（本市縁の物語を制作）
　 ▽野外パフォーマンス　　 ▽訪問公演

日時　10月11日㈯～13日㈪
会場　カダーレ　ほか

　平成26年に秋田県で国民文化祭が開催されます。
　国民文化祭は、日頃さまざまな文化活動に親しんでいる個
人や団体が全国各地から集う国内最大級の文化の祭典。
　昭和61年から開催されており、東北では岩手県（平成５年）、
山形県（平成15年）に続き、11年ぶりの開催となります。

　このほど行われた市実行委員会で、本市の国民文化祭主催
事業の実施計画が決まりましたので、お知らせします。今後、
県や国の承認を受け、正式決定されます。またこのほかに、
市の特色を生かした独自事業も行います。
　※実施計画は現時点のもの。日時はいずれも平成26年。

●主な内容
　 ▽ふるさとに舞う鳥海山麓伝承の舞（市内の団体出演）
　 ▽豊富な芸能の郷　あきたの獅子舞（県内の団体出演）
　 ▽日本に伝わる獅子舞の共演（全国の団体出演）
　 ▽パネル展、獅子頭・幕・面などの展示

日時　10月18日㈯
会場　カダーレ

●主な内容
　 ▽由利本荘市らしさのあるテーマをもとにした作詞・作
　　曲・演奏のコンテスト
　 ▽アマチュアバンドやゲストミュージシャンのライブ
　 ▽アマチュアバンドとゲストミュージシャンとの共演

日時　10月４日㈯・５日㈰
会場　カダーレ、アクアパル

【名　　称】第29回国民文化祭・あきた2014
【テ　ー　マ】「発見×創造　もうひとつの秋田」
　　　　　　　県民はもとより、県外の人が持っている秋
　　　　　　田のイメージとは一味違う秋田を、県内の力
　　　　　　を結集し創りあげ、発信していこう
【開催期間】平成26年10月４日㈯～11月３日(月・祝)
　　　　　　　県内各地で音楽・アート・伝統芸能など幅
　　　　　　広い分野の事業が繰り広げられます

平成24年12月１日号 広報ゆりほんじょう


